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国
立
大
学
の
沿
革
史
は
法
人
化
を
ど
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
か 

  

― 
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
に
向
け
て 

―  

 

堀
　

田
　

慎
一
郎 
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は
じ
め
に 

 
一
　

『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』（
二
〇
二
二
年
） 

 

　

（
一
）
編
さ
ん
経
緯
と
全
体
の
構
成
・
特
徴 

 

　

（
二
）
法
人
化
の
歴
史
に
関
わ
る
叙
述
と
課
題 

 

二
　

二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史 

 

　

（
一
）『
広
島
大
学
五
十
年
史
』（
二
〇
〇
七
年
） 

 

　

（
二
）『
豊
橋
技
術
科
学
大
学
三
十
年
史
』（
二
〇
〇
六
年
） 

 

三
　

二
〇
〇
九
～
二
〇
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史 

 

　

（
一
）『
東
北
大
学
百
年
史
』（
二
〇
〇
九
年
） 

 

　

（
二
）『
神
戸
大
学
百
年
史
』（
二
〇
一
〇
年
） 

 

　

（
三
）『
奈
良
女
子
大
学
百
年
史
』（
二
〇
一
〇
年
） 

 

　

（
四
）『
小
樽
商
科
大
学
百
年
史
』（
二
〇
一
一
年
） 

 

　

（
五
）『
静
岡
大
学
の
一
〇
年
』（
二
〇
一
〇
年
） 

 

四
　

二
〇
一
四
～
二
〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史 

 

　

（
一
）『
九
州
大
学
百
年
史
』（
二
〇
一
七
年
） 

 

　

（
二
）『
熊
本
大
学
六
十
年
史
』（
二
〇
一
四
年
） 

 

五
　

二
〇
一
九
～
二
〇
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史 

 

　

（
一
）『
鹿
児
島
大
学
七
十
年
史
』（
二
〇
二
〇
年
） 
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（
二
）『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
』（
二
〇
二
二
年
） 

 
お
わ
り
に 
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は
じ
め
に 

 

　

二
〇
〇
四
年
四
月
一
日
、
そ
れ
ま
で
文
部
科
学
省
の
内
部
組
織
で
あ
っ
た
日
本
の
国
立
大
学
は
、
国
立
大
学
法
人
法
の
施
行
に
よ
り
、

一
斉
に
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
日
本
の
国
立
大
学
史
、
ひ
い
て
は
日
本
の
高
等
教
育
史
上
に
お
け
る
大
き
な
画
期
で
あ
る

こ
と
に
は
お
そ
ら
く
異
論
は
出
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
現
在
の
国
立
大
学
は
、
こ
の
法
人
化
が
意
図
し
た
方
向
性
が
さ
ら
に
強
化
さ

れ
た
状
況
の
中
に
置
か
れ
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
国

立
大
学
の
法
人
化
は
ま
だ
同
時
代
の
範
疇
に
あ
る
と
も
い
え
、
生
存
し
て
い
る
当
事
者
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
歴
史
と
し

て
実
証
的
か
つ
冷
静
に
叙
述
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
の
実
践
は
進
め
ら
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る

）
1
（

。 

 

　

本
稿
は
、
各
国
立
大
学
の
視
点
か
ら
の
法
人
化
の
歴
史
叙
述
を
考
察
対
象
と
す
る
。
各
国
立
大
学
が
法
人
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
の
か
、
そ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
形
で
法
人
化
を
迎
え
た
の
か
、
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
国
立
大
学
法
人
化
の

歴
史
の
全
体
像
を
解
明
す
る
に
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
史
を
ど
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
く
か
を
考
察
す

る
こ
と
に
も
な
る
。
本
稿
で
は
、
大
学
史
の
中
で
も
、
学
術
的
な
方
法
と
内
容
を
担
保
す
べ
き
一
方
で
、
公
的
な
編
さ
ん
物
と
い
う
固

有
の
性
格
を
持
つ
、
国
立
大
学
に
よ
る
当
該
国
立
大
学
の
沿
革
史
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

　

本
稿
の
本
文
の
後
に
掲
載
し
た
表
1
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
法
人
化
後
、
多
く
の
国
立
大
学
が
各
種
の
沿
革
史
を
刊
行
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
表
の
頁
数
の
欄
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
法
人
化
の
歴
史
に
関
し
て
あ
る
程

度
の
具
体
的
な
叙
述
を
備
え
た
も
の
は
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
国
立
大
学
の
多
く
が
、
前
身
学
校

は
別
と
し
て
国
立
大
学
と
し
て
は
一
九
四
九
年
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、一
九
九
九
年
に
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
た
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
、
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こ
れ
を
記
念
し
て
、
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
〇
年
を
中
心
と
し
て
、
各
国
立
大
学
が
し
か
る
べ
き
頁
数
を
備
え
た
沿
革
史
を
相
次
い
で

刊
行
し
た

）
2
（

。
つ
ま
り
法
人
化
の
直
前
に
大
規
模
な
沿
革
史
編
さ
ん
が
一
段
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
は
沿
革
史
と
刊
行

す
る
に
し
て
も
、
記
念
誌
や
写
真
集
な
ど
の
、
本
格
的
な
歴
史
叙
述
が
少
な
い
も
の
が
多
く
な
っ
た
。 

 

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
法
人
化
の
歴
史
叙
述
に
も
一
定
の
頁
数
を
割
い
た
本
格
的
な
国
立
大
学
の
沿
革
史
も
着
実
に
増
え
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う

）
3
（

。
本
稿
は
、
名
古
屋
大
学
が
刊
行
し
た
最
新
の
沿
革
史
で
あ
る
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』
と
他
の
国
立
大
学
の
沿
革
史
に
お
け
る
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
を
比
較
検
討
し
、
将
来
の
刊
行
が
想
定
さ
れ

る
「
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
」
に
向
け
て
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

）
4
（

。 

 

　

な
お
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
の
は
、
大
学
全
体
の
視
点
か
ら
叙
述
さ
れ
た
通
史
で
あ
る
。
大
学
の
部
局
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ

た
沿
革
史
、
あ
る
い
は
沿
革
史
に
お
け
る
部
局
編
に
つ
い
て
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
同
じ
刊
本
の
中
で
通
史
と
部
局
史
に
分
か
れ
て
い

る
場
合
も
、
通
史
部
分
の
み
を
対
象
と
し
た
。 

 

一
　

『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』（
二
〇
二
二
年
） 

 （
一
）
編
さ
ん
経
緯
と
全
体
の
構
成
・
特
徴 

 

　

法
人
化
後
の
名
古
屋
大
学
の
沿
革
史
と
し
て
最
も
早
い
も
の
と
し
て
は
、
創
立
七
〇
周
年
（
創
基
一
三
八
周
年
）
を
記
念
し
て
刊
行

さ
れ
た
名
古
屋
大
学
編
刊
『
知
と
創
造
の
拠
点
　

名
古
屋
大
学
の
歴
史
』（
二
〇
〇
九
年
、
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
が
編
集
を
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担
当
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
創
立
七
〇
周
年
（
創
基
一
三
八
周
年
）
記
念
事
業
全
体
の
予
算

が
大
き
く
縮
小
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
冊
子
の
頁
数
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
（
六
三
頁
）、
当
初
は
予
定
さ
れ
て
い
た
歴
史
叙
述
が

ほ
と
ん
ど
な
い
、
写
真
集
、
図
録
の
類
に
な
っ
た
。 

 

　

そ
の
後
編
さ
ん
さ
れ
た
の
が
、
名
古
屋
大
学
編
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』
上
・
下
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
二
年
、
以
下
本
章
で
は
「
本
書
」
と
す
る
）
で
あ
る

）
5
（

。
こ
の
時
期
に
同
書
が
刊
行
さ
れ
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
大

き
な
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
一
九
九
五
年
に
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
の
通
史

）
6
（

が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
名
古
屋
大
学
の
歴

史
を
全
学
的
な
視
点
か
ら
通
史
的
か
つ
本
格
的
に
叙
述
し
た
も
の
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

）
7
（

。
こ
の
間
の
名
古
屋
大
学
は
、
大
学
設
置

基
準
の
大
綱
化
を
受
け
て
の
抜
本
的
な
教
育
改
革
、
大
学
院
重
点
化
、
そ
し
て
法
人
化
を
経
て
、
極
め
て
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。法
人
化
後
に
編
さ
ん
さ
れ
た
他
の
国
立
大
学
の
沿
革
史
も
、

こ
れ
が
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

　

本
書
は
、
一
八
七
一
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
の
名
古
屋
大
学
及
び
そ
の
前
身
学
校
の
歴
史
を
各
年
代
ま
ん
べ
ん
な
く
叙
述
し
た
も

の
で
は
な
い
。
対
象
範
囲
は
、
上
巻
が
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
八
九
年
、
下
巻
が
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
で
あ
り
、
前
述

の
本
書
の
刊
行
理
由
に
基
づ
き
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
三
〇
年
間
に
か
な
り
大
き
な
比
重
を
置
い
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
同

書
は
、『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
や
将
来
の
「
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
」
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
が
十
分
に
は
果
た

せ
な
か
っ
た
、あ
る
い
は
果
た
せ
な
い
で
あ
ろ
う
一
般
社
会
へ
の
普
及
を
重
視
す
る
こ
と
も
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

上
下
巻
合
わ
せ
て
約
五
七
〇
頁
と
、
頁
数
が
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』（
通
史
一
、二
を
合
わ
せ
て
一
七
二
九
頁
）
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
少
な
い
。
ま
た
、
読
み
や
す
さ
や
親
し
み
や
す
さ
を
担
保
す
る
べ
く
、
見
開
き
二
頁
に
最
低
で
も
一
枚
の
写
真
も
し
く
は
図

表
を
入
れ
る
こ
と
と
し
、一
頁
あ
た
り
の
文
字
数
は
七
八
〇
字
と
、こ
れ
も
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』（
一
頁
九
八
八
字
）
よ
り
少
な
い
。
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た
だ
、『
五
十
年
史
』
の
文
字
数
は
図
表
の
ス
ペ
ー
ス
も
カ
ウ
ン
ト
し
た
数
な
の
に
対
し
、
本
書
は
写
真
を
含
む
図
表
の
欄
を
本
文
と

完
全
に
分
け
て
お
り
、
純
粋
な
文
字
数
で
あ
る
。 

 （
二
）
法
人
化
の
歴
史
に
関
わ
る
叙
述
と
課
題 

 

　

本
書
に
お
い
て
、
名
古
屋
大
学
の
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
を
含
む
下
巻
の
編
・
章
・
節
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

第
三
編
　

変
貌
す
る
名
古
屋
大
学
　

一
九
九
〇
～
二
〇
〇
三 

 

　

第
8
章
　

教
育
・
研
究
体
制
の
大
改
革 

 

　
　
　

1 

教
養
部
の
廃
止
と
四
年
一
貫
教
育
の
開
始
　

2 

部
局
の
再
編
と
大
学
院
重
点
化 

 

　

第
9
章
　

基
幹
的
総
合
大
学
の
研
究 

 

　
　
　

1 

競
争
的
研
究
資
金
の
拡
充
　

2 

先
端
研
究
の
基
盤
環
境
　

3 

産
学
官
連
携
の
強
化
　

4 

国
際
的
研
究
へ
の
展
開
　
　
　

　
　
　

5 

研
究
成
果
の
発
信 

 

　

第
10
章
　

学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
容 

 

　
　
　

1 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
名
大
生
　

2 

国
際
性
豊
か
な
学
風
の
確
立
　

3 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発 

 

　

第
11
章
　

法
人
化
へ
の
道 

 

　
　
　

1 

理
念
の
確
立
と
法
人
化
の
準
備
　

2 

法
人
化
に
向
け
て
の
組
織
再
編 
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第
四
編
　

法
人
化
後
の
名
古
屋
大
学
　

二
〇
〇
四
～
二
〇
一
九 

 

　

第
12
章
　

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
、
そ
し
て
東
海
国
立
大
学
機
構
へ 

 

　
　
　

1 
法
人
化
後
の
大
学
運
営
　

2 

教
育
・
研
究
体
制
の
見
直
し
　

3 

世
界
卓
越
型
大
学
へ
の
改
革 

 

　

第
13
章
　

世
界
屈
指
の
大
学
へ
の
道 

 

　
　
　

1 

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
　

2 

日
本
屈
指
か
ら
世
界
屈
指
の
研
究
を
　

3 

続
出
す
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
　

　
　
　

4 

人
文
・
社
会
科
学
研
究
へ
の
評
価
の
高
ま
り 

 

　

第
14
章
　

名
古
屋
大
学
か
らN

agoya U
niversity

へ 

 

　
　
　

1 

グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
へ
の
道
　

2 

国
際
化
の
諸
相 

 

　

第
15
章
　

連
携
と
貢
献 

 

　
　
　

1 

産
学
官
連
携
体
制
の
充
実
　

2 
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
　

3 

男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み 

 

　

第
16
章
　

最
近
の
学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス 

 

　
　
　

1 

法
人
化
後
の
名
大
生
　

2 

現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
景
観
へ 

 

　

終
　

章
　

こ
れ
か
ら
の
名
古
屋
大
学 

 

　

こ
の
よ
う
に
、
大
学
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
は
、
第
8
章
で
四
年
一
貫
教
育
や
大
学
院
重
点
化
な
ど
の
一
九
九
〇
年
代
の
諸
改
革
を

述
べ
た
う
え
で
、
第
11
章
と
第
12
章
第
1
節
で
法
人
化
に
つ
い
て
叙
述
す
る
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。 

 

　

第
11
章
（
二
六
頁
）
と
第
12
節
第
1
節
（
一
六
頁
）
の
小
見
出
し
を
含
め
た
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 
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第
11
章
　

法
人
化
へ
の
道 

 

　
　
　

1 

理
念
の
確
立
と
法
人
化
の
準
備 

 

　
　
　
　

国
立
大
学
法
人
化
へ
の
動
き
／
組
織
改
革
検
討
委
員
会
の
設
置
／
学
術
憲
章
の
制
定
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
／

　
　
　
　

法
人
化
を
見
据
え
て
の
検
討
へ
／
運
営
諮
問
会
議
／
名
大
の
将
来
を
語
る
会 

 

　
　
　

2 

法
人
化
に
向
け
て
の
組
織
再
編 

 

　
　
　
　

教
養
教
育
院
の
設
立
―
全
学
共
通
科
目
か
ら
全
学
教
育
科
目
へ
―
／
高
等
研
究
院
の
設
置
／ 

 

　
　
　
　

文
理
融
合
型
大
学
院
の
設
置
①
―
環
境
学
研
究
科
―
／
文
理
融
合
型
大
学
院
の
設
置
②
―
情
報
科
学
研
究
科
―
／ 

 

　
　
　
　

総
合
研
究
資
料
館
か
ら
博
物
館
へ
／
情
報
連
携
基
盤
セ
ン
タ
ー
の
設
置
／
男
女
共
同
参
画
室
の
設
置
／ 

 

　
　
　
　

共
通
基
盤
組
織
の
整
備
／
全
学
同
窓
会
の
発
足
と
そ
の
活
動 

 

　

第
12
章
　

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
、
そ
し
て
東
海
国
立
大
学
機
構
へ 

 

　
　
　

1 

法
人
化
後
の
大
学
運
営 

 

　
　
　
　

法
人
化
後
の
執
行
体
制
／
教
育
研
究
評
議
会
と
経
営
協
議
会
／
総
長
の
権
限
と
選
考
方
法
／

　
　
　
　

事
務
組
織
と
運
営
支
援
組
織
／
中
期
目
標
・
中
期
計
画
と
多
元
的
な
評
価
／

　
　
　
　

名
大
に
お
け
る
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定
／
大
学
収
入
の
変
容 

 

　

即
ち
、
第
三
編
「
変
貌
す
る
名
古
屋
大
学
　

一
九
九
〇
～
二
〇
〇
四
」
に
属
す
る
第
11
章
で
法
人
化
ま
で
の
歴
史
を
、
第
四
編
「
法

人
化
後
の
名
古
屋
大
学
　

二
〇
〇
四
～
二
〇
一
九
」
に
属
す
る
第
12
章
で
法
人
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
運
営
体
制
に
な
っ
た
の
か
を
叙

述
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。 
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第
11
章
が
対
象
と
す
る
年
代
は
、
一
九
九
八
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
は
松
尾
稔
総
長
の
在
任
期
間
と
一

致
す
る
が
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
第
11
章
は
、
松
尾
総
長
の
改
革
構
想
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
動
向
を
述
べ
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

本
書
は
こ
れ
を
名
古
屋
大
学
の
法
人
化
を
め
ぐ
る
歴
史
の
特
徴
と
し
て
打
ち
出
し
た
か
ら
で
あ
る

）
8
（

。
ま
た
一
九
九
八
年
は
、
法
人
化
そ

の
も
の
は
現
実
味
を
帯
び
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
六
月
に
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
国
家
公
務
員
削
減
の
圧
力
が
強

ま
り
、一
〇
月
に
大
学
審
議
会
が
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
―
競
争
的
環
境
の
中
で
個
性
が
輝
く
大
学
―
」

を
答
申
し
、
法
人
化
を
通
じ
て
目
指
さ
れ
た
国
立
大
学
の
方
向
性
が
明
確
に
提
示
さ
れ
た
、
さ
ら
な
る
大
学
改
革
の
起
点
と
も
な
っ
た

年
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
年
に
松
尾
総
長
は
就
任
し
た
の
で
あ
る
。 

 

　

第
11
章
第
1
節
は
、
松
尾
総
長
の
改
革
構
想
や
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
審
議
過
程
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
小
見
出
し

「
国
立
大
学
法
人
化
へ
の
動
き
」
に
お
い
て
、
国
立
大
学
法
人
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
政
府
や
文
科
省
、
国
立
大
学
協
会
な
ど
の
中

央
の
動
き
を
、
二
頁
半
を
割
い
て
略
述
し
た
。
こ
の
小
見
出
し
に
は
名
古
屋
大
学
は
全
く
出
て
こ
な
い
。
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
小
見
出

し
を
設
け
た
の
は
、
法
人
化
ま
で
の
中
央
の
動
向
は
非
常
に
目
ま
ぐ
る
し
く
、
こ
れ
を
逐
一
明
示
し
な
が
ら
名
古
屋
大
学
の
動
き
を
叙

述
す
る
と
煩
雑
に
な
る
と
と
も
に
、と
て
も
所
定
の
頁
数
で
は
足
り
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
次
の
「
組
織
改
革
検
討
委
員
会
の
設
置
」

で
は
、
松
尾
構
想
に
基
づ
く
名
古
屋
大
学
の
組
織
改
革
を
審
議
し
た
こ
の
時
期
に
固
有
の
組
織
で
あ
る
組
織
改
革
検
討
委
員
会
に
つ
い

て
述
べ
た
。
そ
の
次
の
「
学
術
憲
章
の
制
定
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
」
で
は
、
松
尾
総
長
の
改
革
構
想
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
と

し
て
学
内
に
提
示
さ
れ
、
そ
の
理
念
的
な
部
分
が
名
古
屋
大
学
学
術
憲
章
と
な
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
「
法
人
化
を
見

据
え
て
の
検
討
へ
」
で
は
、
中
央
で
法
人
化
が
現
実
化
し
た
事
態
を
受
け
て
、
組
織
改
革
検
討
委
員
会
で
の
法
人
化
を
前
提
と
し
て
の

検
討
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
の
次
の
「
運
営
諮
問
会
議
」
で
は
、
一
九
九
九
年
の
国
立
学
校
設
置
法
改
正
に
よ
り
国
立
大
学
に
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
学
外
有
識
者
か
ら
な
る
学
長
諮
問
機
関
で
あ
り
、
松
尾
総
長
が
重
視
し
て
活
用
し
た
運
営
諮
問
会
議
に
つ
い
て
述
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べ
た
。
そ
し
て
最
後
の
小
見
出
し
で
は
、
松
尾
総
長
が
部
局
を
超
え
た
中
堅
教
官
の
自
由
な
議
論
の
場
と
し
て
設
け
、
実
際
の
改
革
に

も
影
響
を
与
え
た
「
名
大
の
将
来
を
語
る
会
」
に
つ
い
て
叙
述
し
て
締
め
く
く
っ
た
。 

 

　

こ
の
第
1
節
で
は
、
松
尾
総
長
の
改
革
構
想
や
法
人
化
に
向
け
て
の
検
討
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
面
に
力

点
を
置
い
た
た
め
、
組
織
改
革
検
討
委
員
会
に
お
け
る
議
論
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
に
法
人
化
の
制
度
設
計
を
め
ぐ
る
議
論

に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
本
書
に
許
さ
れ
た
紙
幅
を
考
え
れ
ば
、
将
来
の
十
分
な
頁
数
を
備
え
た
一
〇
〇

年
史
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
は
大
学
の
編
さ
ん
に
よ
る
沿
革
史
の
た
め
や
む
を
得
な
い
部
分
は
あ
る
が
、

記
述
の
視
点
が
松
尾
総
長
ら
大
学
執
行
部
か
ら
の
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
た
だ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
松
尾
稔
総
長
期
に
お

け
る
、
法
人
化
ま
で
の
過
程
と
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
革
の
全
体
像
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
や
は
り
重
厚
な
叙
述
が

可
能
な
沿
革
史
が
必
須
で
あ
る
。 

 

　

第
2
節
は
、
一
見
す
る
と
部
局
の
新
設
や
再
編
に
関
す
る
小
見
出
し
が
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
最
後
の
小
見
出
し
「
全
学
同
窓
会
の

発
足
と
そ
の
活
動
」
以
外
は
、
松
尾
総
長
の
改
革
構
想
の
下
、
組
織
改
革
検
討
委
員
会
で
の
検
討
を
経
て
実
現
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ

り
、
第
1
節
と
連
動
し
て
い
る
。 

 

　

第
12
章
第
1
節
で
は
、
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
、
法
人
化
前
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を
明
確
に

し
つ
つ
、
さ
ら
に
国
立
大
学
法
人
法
等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
点
と
名
古
屋
大
学
が
そ
の
裁
量
で
定
め
た
点
を
区
別
し
な
が
ら
、
か
な
り

具
体
的
に
述
べ
た
。
対
象
と
す
る
年
代
と
し
て
は
、
法
人
化
の
時
点
か
ら
数
年
が
経
過
し
て
運
営
体
制
が
お
お
む
ね
定
着
し
た
こ
ろ
ま

で
を
基
本
と
し
た
。 

 

　

同
節
の
問
題
点
と
し
て
は
、
第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
制
定
過
程
は
と
も
か
く
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
言
及

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
法
人
化
後
の
国
立
大
学
に
お
け
る
中
期
目
標
・
中
期
計
画
な
ど
の
外
部
評
価
の
重
要
性
を
考
え
る
時
、
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そ
の
内
容
に
関
わ
る
記
述
が
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
。
た
だ
、
い
っ
た
ん
こ
れ
に
関
す
る
項
目
を
設
け
る
と
、

記
述
が
肥
大
化
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
あ
え
て
本
書
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
来
た
る
べ
き
一
〇
〇
年
史
に
お
い
て
、

『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
で
は
当
初
の
予
定
に
は
あ
り
な
が
ら
断
念
し
た
資
料
編
を
刊
行
し
、
そ
こ
に
中
期
計
画
・
中
期
目
標
を
掲

載
し
つ
つ
本
文
で
叙
述
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
の
財
務
に
つ
い
て
も
、
法
人
化
後
は
大
学
の
裁
量
が
拡
大
し
つ
つ
も
運
営
費

交
付
金
の
削
減
や
外
部
資
金
を
め
ぐ
る
競
争
激
化
も
あ
っ
て
、
本
来
は
相
当
の
記
述
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
は

執
筆
担
当
者
（
堀
田
）
の
財
務
に
つ
い
て
の
理
解
の
問
題
も
あ
る
が
、
本
書
は
一
般
の
読
み
物
と
し
て
も
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
コ
ン

セ
プ
ト
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
最
低
限
の
記
述
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

　

本
書
は
、
名
古
屋
大
学
の
諸
側
面
を
通
史
的
に
描
く
も
の
で
あ
る
、
通
史
編
だ
け
で
一
千
頁
、
二
千
頁
も
あ
る
沿
革
史
と
は
一
線
を

画
す
以
上
、
全
て
の
事
項
を
総
花
的
に
記
述
し
て
は
、
抽
象
的
な
記
述
に
終
始
し
た
無
味
乾
燥
な
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ

こ
は
、
通
史
と
し
て
の
体
裁
を
崩
さ
な
い
範
囲
で
は
あ
る
が
、
事
項
の
相
当
の
取
捨
選
択
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

 

二
　

二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史 

 

　

本
章
か
ら
は
、
二
〇
〇
四
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
名
古
屋
大
学
以
外
の
国
立
大
学
の
沿
革
史
の
う
ち
、
法
人
化
の
歴
史
に
あ
る
程
度

の
頁
数
を
割
い
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
そ
の
他
の
沿
革
史
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
概
要
や
特
徴
を
述
べ
る
。 

 

　

本
章
で
は
、
法
人
化
後
の
早
期
に
刊
行
さ
れ
た
沿
革
史
を
取
り
上
げ
る
。
刊
行
時
期
に
よ
っ
て
章
を
分
け
た
の
は
、
法
人
化
後
経
過

し
た
年
数
な
ど
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
叙
述
も
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 
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も
っ
と
も
、
法
人
化
後
の
早
期
、
本
稿
で
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
と
す
る
が
、
こ
の
時
期
に
法
人
化
前
後
の
歴
史
を

含
む
沿
革
史
（
資
料
編
、
年
表
、
部
局
史
の
み
の
巻
は
除
く
）
を
刊
行
し
た
国
立
大
学
は
、
表
1
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
、
図
書

館
情
報
大
学
（
二
〇
〇
五
年
、
た
だ
し
同
大
学
は
二
〇
〇
二
年
に
筑
波
大
学
と
統
合
）、
長
岡
技
術
科
学
大
学
（
二
〇
〇
六
年
）、
上
越

教
育
大
学（
二
〇
〇
八
年
）、浜
松
医
科
大
学（
二
〇
〇
四
年
）、名
古
屋
工
業
大
学（
二
〇
〇
七
年
）、豊
橋
技
術
科
学
大
学（
二
〇
〇
六
年
）、

滋
賀
医
科
大
学
（
二
〇
〇
四
年
）、兵
庫
教
育
大
学
（
二
〇
〇
八
年
）
広
島
大
学
（
二
〇
〇
七
年
）、総
合
研
究
大
学
院
大
学
（
二
〇
〇
四

年
、
二
〇
〇
八
年
）
の
一
〇
大
学
と
多
く
は
な
い
。
し
か
も
、
あ
る
程
度
の
頁
数
を
割
い
て
法
人
化
の
歴
史
を
通
史
的
に
叙
述
し
て
い

る
も
の
と
な
る
と
さ
ら
に
少
な
く
な
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
二
大
学
の
沿
革
史
を
取
り
上
げ
る
。 

 （
一
）『
広
島
大
学
五
十
年
史
』（
二
〇
〇
七
年
） 

 

　

『
広
島
大
学
五
十
年
史
』
は
、
広
島
大
学
五
〇
年
史
編
集
専
門
委
員
会
・
広
島
大
学
五
〇
年
史
編
集
室
編
で
一
九
九
九
年
に
図
説
編

（『
広
島
大
学
の
五
〇
年
』）、
二
〇
〇
三
年
に
資
料
編
上
・
下
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
法
人
化
へ
の
過
程
に
伴
い
編
集
室
を
閉
室
し
て
広

島
大
学
文
書
館
（
二
〇
〇
四
年
設
置
）
が
編
集
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
広
島
大
学
五
〇
年
史
編
集
専
門
委
員
会
・
広
島
大
学
文
書
館
編
で

二
〇
〇
七
年
に
通
史
編
（
以
下
、
本
節
で
は
「
本
書
」
と
す
る
）
が
刊
行
さ
れ
た
（
本
書
の
序
文
に
よ
る
）。 

 

　

本
書
は
八
八
三
頁
だ
が
、「
総
説
」
と
「
特
別
論
文
」
に
分
か
れ
、
通
史
に
あ
た
る
総
説
は
四
八
〇
頁
（
一
頁
九
八
〇
字
）
で
あ
る
。

全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
第
一
部
「
広
島
大
学
前
史
」（
五
四
頁
）、
第
二
部
「
新
制
広
島
大
学
の
成
立
（
昭
和
二
十
年
～
昭
和
二
十
八

年
）」（
六
七
頁
）、
第
三
部
「
高
度
経
済
成
長
期
の
広
島
大
学
（
昭
和
二
十
九
年
～
昭
和
四
十
四
年
）」（
五
二
頁
）、
第
四
部
「
大
学
改

革
の
帰
趨
と
広
島
大
学
（
昭
和
四
十
四
年
～
平
成
二
年
）」（
一
四
六
頁
）、第
五
部
「
社
会
の
変
動
と
広
島
大
学
（
平
成
三
年
～
）」（
一
六
一
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頁
）
で
あ
る
。
第
五
部
の
記
述
は
、
広
島
大
学
が
法
人
化
す
る
直
前
の
二
〇
〇
三
年
度
末
で
終
わ
っ
て
い
る
。 

 

　

第
五
部
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
第
三
章
の
み
節
・
項
ま
で
記
し
た
）。 

 

第
一
章
　

統
合
移
転
の
完
了 

 

第
二
章
　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
跡
地
処
分
問
題 

 

第
三
章
　

大
学
の
多
様
化
と
広
島
大
学 

 

　

第
一
節
　

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
と
組
織
改
編 

 

　
　
　

一
　

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
と
広
島
大
学
で
の
取
り
組
み 

 

　
　
　

二
　

統
合
移
転
完
了
後
を
見
す
え
た
広
島
大
学
の
将
来
構
想 

 

　
　
　

三
　

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化 

 

　
　
　

四
　

学
部
教
育
の
改
革 

 

　

第
二
節
　

管
理
運
営
体
制
の
見
な
お
し 

 

　
　
　

一
　

臨
時
教
育
審
議
会
期
の
管
理
運
営 

 

　
　
　

二
　

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
と
管
理
運
営 

 

　
　
　

三
　

国
立
大
学
法
人
化
準
備
期
の
管
理
運
営 

 

　

第
三
節
　

組
織
の
整
備
・
再
編 

 

　
　
　

一
　

独
立
研
究
科
の
設
置 

 

　
　
　

二
　

教
育
研
究
組
織
の
改
革 
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三
　

学
内
共
同
研
究
施
設
の
整
備 

 

　

第
四
節
　

広
島
大
学
と
国
立
大
学
法
人
化 

 

　
　
　

一
　

統
合
移
転
の
完
了
と
広
島
大
学
の
戦
後
の
終
わ
り 

 

　
　
　

二
　

統
合
移
転
後
の
大
学
構
想
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

 

　
　
　

三
　

国
立
大
学
の
法
人
化 

 

　
　
　

四
　

広
島
大
学
に
お
け
る
法
人
化
構
想
作
業 

 

　
　
　

五
　

『
新
し
い
「
国
立
大
学
法
人
」
像
に
つ
い
て
』
と
法
人
制
度
設
計 

 

　

広
島
大
学
で
は
、
一
九
七
七
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
、
包
括
校
史
、
部
局
史
、
通
史
、
の
三
冊
か
ら
な
る
『
広
島
大
学
二
十
五
年

史
』
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
時
代
以
降
の
歴
史
に
頁
を
多
く
割
い
て
い
る
。
特
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
一
二
年
余

り
が
総
説
の
三
分
の
一
の
紙
幅
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
広
島
大
学
も
、
名
古
屋
大
学
と
同
様
、
一
九
九
〇
年
代
の
大
学

改
革
に
よ
る
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
う
え
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
統
合
移
転
と
い
う
固
有
の
重
要
事
項
が
あ
っ

た
こ
と
に
も
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

　

た
だ
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
広
島
大
学
に
お
け
る
法
人
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
目
さ
れ
る
第
三
章
第
四
節
は
一
六
頁
で
あ
る

）
9
（

。
し
か

も
第
一
項
は
統
合
移
転
ま
で
の
同
大
学
の
歴
史
を
概
観
す
る
も
の
な
の
で
、
実
質
的
に
は
一
四
頁
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

　

第
四
節
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
九
八
年
の
大
学
審
議
会
答
申
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
広
島
大
学
の
全
体
的
な
将
来
構
想
で
あ
る
「
二
一
世
紀
の
広
島
大
学
像
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
検
討
が
始
ま
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
検
討
を
行
う
た
め
、
部
局
長
会
議
の
下
に
「
二
一
世
紀
の
広
島
大
学
像
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
部
会
」
が
、
そ
の
後
評
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議
会
の
下
に
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
部
会
」
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
同
時
期
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
や
組

織
改
革
検
討
委
員
会
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
検
討
中
に
国
立
大
学
法
人
化
が
現
実
化
す
る
と
こ
ろ
も
類
似
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
名

古
屋
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
は
そ
の
構
想
が
全
部
で
は
な
い
が
実
現
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
広
島
大
学
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
長
期
的
抽
象
的
な
内
容
で
あ
っ
た
た
め
「
部
局
で
は
全
学
的
な
改
革
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ふ
し
が
あ
る
。」

と
評
さ
れ
る

）
10
（

よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
広
島
大
学
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
早
い
時
期
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
の
統
合
移
転
と
連
動

す
る
形
で
大
学
の
将
来
構
想
の
検
討
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
各
種
の
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
が
第
五
部
第

三
章
第
一
節
～
第
三
節
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
法
人
化
に
向
け
て
の
検
討
作
業
も
、
引
き
続
き
改
組
の
う
え
で
組
織
改
革
検
討
委
員
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
の

に
対
し
、
広
島
大
学
で
は
独
立
行
政
法
人
化
検
討
会
議
が
置
か
れ
た
。
本
書
で
は
、
そ
の
検
討
内
容
の
叙
述
に
も
紙
幅
が
割
か
れ
て
い

る
が
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
に
は
そ
れ
に
ほ
と
ん
ど
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
小
見
出
し

を
設
け
た
運
営
諮
問
会
議
に
つ
い
て
の
叙
述
が
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

　

そ
し
て
本
書
は
、
法
人
化
直
前
で
叙
述
を
終
え
て
い
る
た
め
、
法
人
化
に
よ
っ
て
広
島
大
学
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
現
在
、
広
島
大
学
で
は
『
広
島
大
学
七
五
年
史
』
の
編
さ
ん
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
法
人
化

前
後
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
お
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
叙
述
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 （
二
）『
豊
橋
技
術
科
学
大
学
三
十
年
史
』（
二
〇
〇
六
年
） 

 

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
は
、
学
生
数
二
〇
〇
〇
名
程
度
の
単
科
大
学
で
、
創
立
も
一
九
七
六
年
（
前
身
学
校
な
し
）
と
新
し
く
、
前
節
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の
広
島
大
学
と
は
か
な
り
性
格
が
異
な
る
大
学
で
あ
る
。 

 

　

本
節
の
対
象
と
な
る
『
豊
橋
技
術
科
学
大
学
三
十
年
史

）
11
（

』（
以
下
、本
節
で
は
「
本
書
」
と
す
る
）
は
、二
〇
〇
頁
と
頁
数
は
少
な
い
が
、

A
四
板
で
一
頁
が
一
八
〇
〇
字
程
度
あ
り
、
字
数
と
し
て
は
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
大
学
は
一
〇
年
ご
と
に
年
史
を

刊
行
す
る
慣
例
が
あ
る
た
め
、
創
立
後
二
〇
年
ま
で
の
歴
史
は
第
Ⅰ
章
「
開
学
か
ら
二
〇
年
ま
で
」（
三
四
頁
）
に
と
ど
め
、
そ
の
後

の
一
〇
年
を
第
Ⅱ
章
「
激
動
と
変
革
の
一
〇
年
」（
一
二
六
頁
）
と
第
Ⅲ
章
「
学
園
生
活
」（
二
四
頁
）
で
述
べ
て
い
る
（
あ
と
は
年
表

と
資
料
）。
な
お
同
大
学
は
、
後
に
頁
数
と
し
て
は
本
書
よ
り
多
い
四
十
年
史
を
刊
行
し
て
い
る
が

）
12
（

、
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
は
本
書

の
方
が
充
実
し
て
い
る
。 

 

　

第
Ⅱ
章
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

1
　

世
界
と
日
本
の
一
〇
年 

 

2
　

大
学
を
取
り
巻
く
状
況

：
こ
れ
ま
で
の
一
〇
年
と
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年 

　
　
　

寄
稿
　

高
専

：

こ
の
一
〇
年
の
歩
み

 

3
　

本
学
の
動
き 

 

　

3
・
1
　

組
織 

 

　
　
　

3
・
1
・
1 

運
営
機
構
、
教
育
組
織
、
研
究
組
織
　

3
・
1
・
2 

西
永
学
長
就
任
と
新
た
な
大
学
運
営 

 

　
　
　

3
・
1
・
3 

国
立
大
学
法
人
豊
橋
技
術
科
学
大
学
発
足
　

3
・
1
・
4 

改
革
か
ら
飛
躍
へ

：

法
人
2
年
目 

 

　
　
　

3
・
1
・
5 

戦
略
的
大
学
運
営 

 

　

3
・
2
　

教
育
と
入
試 



18

 

　
　
　

3
・
2
・
1 

教
育
〔
そ
の
下
の
項
目
略
〕
　

3
・
2
・
2 

入
試
〔
そ
の
下
の
項
目
略
〕 

 

　

3
・
3
　

研
究 

 

　
　
　

3
・
3
・
1 

研
究
推
進
体
制
　

3
・
3
・
2 

研
究
戦
略
室
　

3
・
3
・
3 

競
争
的
研
究
経
費 

 

　
　
　

3
・
3
・
4 

知
的
財
産
・
産
学
連
携
本
部
と
T 

C 

I
　

3
・
3
・
5 

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

　

3
・
4
　

各
系
に
お
け
る
こ
の
一
〇
年
の
教
育
と
研
究 

 

　

3
・
5
　

共
同
利
用
教
育
・
研
究
施
設 

 

　
　
　

3
・
5
・
1 

研
究
セ
ン
タ
ー
　

3
・
5
・
2 

教
育
・
情
報
基
盤
施
設 

 

　

3
・
6
　

対
外
関
係 

 

　
　
　

3
・
6
・
1 

高
専
連
携
　

3
・
6
・
2 

社
会
・
地
域
と
の
連
携
　

3
・
6
・
3 

国
際
連
携
　

3
・
6
・
4 

産
学
官
連
携 

 

　

法
人
化
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い
る
の
は
、
3
・
1
・
2
と
3
・
1
・
3
で
あ
る
。
3
・
1
・
1
は
、
年
代
の
推
移
が
不
明
確
で
、

必
ず
し
も
歴
史
的
叙
述
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
法
人
化
に
つ
い
て
も
特
に
画
期
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
3
・
1
・
2
（
三
頁
）
は
、

二
〇
〇
二
年
四
月
に
西
永
頌
が
学
長
に
就
任
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
西
永
学
長
が
「
ス
タ
ッ
フ
会
議
」
や
「
法
人
化
準
備
推
進
本

部
」
な
ど
を
置
い
て
、
法
人
化
に
向
け
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
程
度
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

　

ま
た
、
名
古
屋
大
学
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
名
古
屋
大
学
と
の
統
合
に
関
わ
る
協
議
に
つ
い
て
半
頁
が
割
か
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
国
立
大
学
法
人
化
前
の
大
学
統
合
・
再
編
問
題
は
、
法
人
化
を
語
る
う
え
で
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
実
際
に
統
合
が

実
現
し
た
例
も
あ
る
。
名
古
屋
大
学
で
は
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
ほ
か
、
愛
知
教
育
大
学
と
も
統
合
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
実
現
し
な
か
っ
た
。『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
、
頁
数
の
制
約
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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国
立
大
学
の
統
合
や
経
営
統
合
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
状
か
ら
し
て
も
、
来
た
る
べ
き
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
で
は
取
り

上
げ
ら
れ
る
べ
き
史
実
と
言
え
る
。 

 

　

3
・
1
・
3
（
二
頁
）
は
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
が
国
立
大
学
法
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
体
制
で
出
発
し
た
の
か
を
述
べ
る
が
、
同

大
学
の
特
徴
と
さ
れ
る
「
大
学
運
営
会
議
」
と
「
学
長
補
佐
等
懇
談
会
」
へ
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
役
員
会
、
経
営
協
議
会
、
教
育

研
究
評
議
会
、
大
学
運
営
会
議
等
の
メ
ン
バ
ー
一
覧
に
半
頁
を
費
や
す
な
ど
、
そ
れ
ほ
ど
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
な
い
。
た
だ
3
・
1
・
4

（
2
頁
）
は
、
法
人
化
二
年
目
の
年
の
各
種
評
価
へ
の
対
応
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
法
人
化
に
よ
る
変
化
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
は
言

え
る
。
3
・
1
・
5
は
六
頁
を
割
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
法
人
化
に
直
接
関
わ
る
記
述
は
な
い
。 

 

　

こ
う
し
て
み
る
と
本
書
は
、
主
に
法
人
化
前
後
の
一
〇
年
間
を
対
象
と
し
て
い
る
に
し
て
は
、
法
人
化
を
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い

な
い
印
象
も
受
け
る
。 

 

三
　

二
〇
〇
九
～
二
〇
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史 

 

　

本
章
で
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
五
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
沿
革
史
に
お
け
る
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
に
つ
い

て
検
討
す
る
。 

 

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
法
人
化
前
後
の
歴
史
を
含
む
沿
革
史
（
資
料
編
、
年
表
、
部
局
史
の
み
の
巻
は
除
く
）
を
刊
行
し
た
国
立
大

学
の
数
が
大
幅
に
増
え
る
。
表
1
か
ら
抽
出
す
る
と
、
小
樽
商
科
大
学
（
二
〇
一
一
年
）、
帯
広
畜
産
大
学
（
二
〇
一
一
年
）、
北
見
工

業
大
学
（
二
〇
一
〇
年
）、
弘
前
大
学
（
二
〇
〇
九
年
）、
東
北
大
学
（
二
〇
〇
九
、二
〇
一
〇
年
）、
東
京
農
工
大
学
（
二
〇
一
一
年
）、
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東
京
工
業
大
学
（
二
〇
一
一
年
）、
金
沢
大
学
（
二
〇
一
二
年
）、
静
岡
大
学
（
二
〇
一
〇
年
）、
名
古
屋
大
学
（
二
〇
〇
九
年
）、
三
重

大
学
（
二
〇
一
三
年
）、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
（
二
〇
〇
九
年
）、
神
戸
大
学
（
二
〇
一
〇
年
）、
奈
良
女
子
大
学
（
二
〇
一
〇
年
）、
岡

山
大
学
（
二
〇
〇
九
年
）、
徳
島
大
学
（
二
〇
一
〇
年
）、
鳴
門
教
育
大
学
（
二
〇
一
一
年
）、
香
川
大
学
（
二
〇
一
〇
年
）、
九
州
工
業

大
学
（
二
〇
〇
九
年
）、
宮
崎
大
学
（
二
〇
一
三
年
）、
鹿
屋
体
育
大
学
（
二
〇
一
一
年
）、
琉
球
大
学
（
二
〇
一
〇
年
）、
総
合
研
究
大

学
院
大
学
（
二
〇
一
三
年
）、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
（
二
〇
一
二
年
）
の
二
四
大
学
で
あ
る

）
13
（

。
頁
数
が
少
な
く
歴
史
叙
述
と
呼
べ

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
写
真
集
、
図
録
、
記
念
誌
の
類
も
多
い
一
方
で
、
か
な
り
の
頁
数
や
字
数
を
備
え
た
本
格
的
な
年
史
の
数

も
少
な
く
な
い
。
本
章
で
は
、
こ
の
中
か
ら
五
大
学
の
沿
革
史
を
取
り
上
げ
る
。 

 （
一
）『
東
北
大
学
百
年
史
』（
二
〇
〇
九
年
） 

 

　

『
東
北
大
学
百
年
史
』
は
、二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、各
巻
七
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
頁
に
及
ぶ
も
の
が
実
に
一
一
巻
（
通

史
三
巻
、
部
局
史
四
巻
、
資
料
四
巻
）
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
全
巻
が
東
北
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
財
団
法
人
東
北
大
学
研
究
教

育
振
興
財
団
発
行
）。
こ
れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
大
学
百
年
史
』（
全
一
〇
巻
）
を
巻
数
で
は
凌
駕
す
る
、
次
章

で
取
り
上
げ
る
『
九
州
大
学
百
年
史
』
と
並
ぶ
、
日
本
の
国
立
大
学
最
大
規
模
の
年
史
で
あ
る
。
同
じ
旧
帝
国
大
学
と
し
て
、
名
古
屋

大
学
が
一
〇
〇
年
史
を
編
さ
ん
す
る
際
に
、
ま
ず
は
範
と
す
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

　

法
人
化
に
関
わ
る
歴
史
叙
述
は
、
主
に
通
史
二
（
以
下
、
本
節
で
は
こ
れ
を
「
本
書
」
と
す
る
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

）
14
（

。
本
書
は
、

第
一
部
第
五
編
「
高
度
成
長
期
の
東
北
大
学
」（
一
九
五
八
～
六
五
年
、
二
四
〇
頁
）、
第
六
編
「
大
学
紛
争
の
時
代
と
大
学
改
革
」

（
一
九
六
五
～
八
二
年
、
二
三
四
頁
）、
第
七
編
「
大
学
院
重
点
化
と
将
来
構
想
」（
一
九
八
三
～
二
〇
〇
七
年
、
二
五
六
頁
）
か
ら
な
る
。
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第
五
編
と
第
六
編
が
、
対
象
と
す
る
年
数
に
比
し
て
多
く
の
頁
数
を
割
い
て
い
る
の
は
、『
東
北
大
学
百
年
史
』
が
一
九
六
〇
年
刊
行

の
『
東
北
大
学
五
十
年
史
』（
上
・
下
）
以
来
の
本
格
的
年
史
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

　

二
五
六
頁
（
一
頁
九
三
六
字
）
が
充
て
ら
れ
た
第
七
編
は
、
第
一
章
「
教
養
部
の
廃
止
と
全
学
教
育
体
制
の
展
開
」、
第
二
章
「
研

究
所
の
改
組
・
転
換
」、
第
三
章
「
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の
新
設
」、
第
四
章
「
大
学
院
の
重
点
化
」、
第
五
章
「
法
人
化
と
将
来
構
想
」、

第
六
章
「
国
際
交
流
と
産
学
連
携
」、
第
七
章
「
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
」
と
い
う
章
構
成
で
あ
る
。 

 

　

法
人
化
に
つ
い
て
の
叙
述
が
あ
る
第
五
章
「
法
人
化
と
将
来
構
想
」
の
節
以
下
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

　

第
一
節
　

国
立
大
学
の
法
人
化
構
想 

 

　
　
　

行
財
政
改
革
の
中
の
法
人
化
論
議
／
法
人
化
問
題
の
再
燃
／
独
立
行
政
法
人
か
ら
国
立
大
学
法
人
へ
／

　
　
　

国
立
大
学
法
人
の
制
度
と
課
題 

 

　

第
二
節
　

東
北
大
学
と
法
人
化
問
題 

 

　
　
　

阿
部
総
長
の
就
任
と
法
人
化
問
題
／
東
北
大
学
内
で
の
制
度
検
討
／
阿
部
総
長
か
ら
吉
本
総
長
へ
／
法
人
化
へ
の
準
備 

 

　

第
三
節
　

国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
の
成
立 

 

　
　
　

運
営
機
構
の
発
足
／
総
長
選
考
会
議
／
中
期
目
標
・
中
期
計
画
／
就
業
規
則
と
教
職
員
の
労
働
環
境
／
教
育
研
究
環
境
の
変
化 

 

　

第
四
節
　

東
北
大
学
の
将
来
構
想
と
創
立
百
周
年
記
念 

 

　
　
　

東
北
大
学
の
理
念
と
将
来
構
想
／
井
上
総
長
の
就
任
と
東
北
大
学
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
／

　
　
　

C 

O 

E
拠
点
化
と
さ
ま
ざ
ま
な
受
賞
／
東
北
大
学
百
周
年
記
念
事
業 
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こ
の
う
ち
、
法
人
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
法
人
化
に
よ
る
東
北
大
学
の
変
容
を
総
論
的
に
述
べ
て
い
る
の
は
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま

で
で
、三
四
頁
（
一
頁
九
三
六
字
）
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
の
第
11
章
「
法
人
化
へ
の
道
」
は
二
六
頁
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
法
人
化
へ
の
動
き
と
連
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
同
時
期
の
部
局
等
の
再
編
（
第
2
節
）
も
含
め
た
頁
数
で
あ
り
、
第
1
節

だ
け
だ
と
一
二
頁
に
す
ぎ
な
い
。『
東
北
大
学
百
年
史
』
通
史
全
体
の
頁
数
か
ら
考
え
る
と
、『
東
北
大
学
五
十
年
史
』
以
後
の
五
〇
年

を
新
し
く
叙
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
比
重
が
意
外
に
小
さ
い
印
象
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
が
相
応
の
字
数
を
も
っ
て

法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

 

　

第
一
節
（
一
二
頁
）
で
は
、
政
府
の
行
財
政
改
革
論
議
で
現
れ
た
法
人
化
が
次
第
に
現
実
化
し
、
国
立
大
学
法
人
法
の
成
立
に
至
る

ま
で
の
政
府
や
文
科
省
、国
立
大
学
協
会
な
ど
中
央
の
動
き
が
、三
つ
の
小
見
出
し
九
頁
に
わ
た
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
名

古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
も
同
じ
よ
う
な
小
見
出
し
を
設
け
た
が
、
本
書
に
お
け
る
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
の
中
の
比
重
は
さ
ら
に
大
き

い
。
そ
し
て
最
後
の
小
見
出
し
「
国
立
大
学
法
人
の
制
度
と
課
題
」
に
お
い
て
、
国
立
大
学
法
人
法
の
概
要
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は

『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
、
法
人
化
後
の
名
古
屋
大
学
の
運
営
体
制
を
述
べ
た
第
12
章
第
1
節
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

そ
し
て
第
二
節
（
一
二
頁
）
で
は
、
一
九
九
八
年
以
降
に
お
け
る
、
大
学
制
度
等
調
査
・
研
究
会
（
総
長
の
私
的
諮
問
機
関
）、「
独

立
行
政
法
人
化
問
題
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」（
の
ち
「
東
北
大
学
の
法
人
化
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
と
改
称
）、
東
北
大
学
制
度
検

討
委
員
会
、
東
北
大
学
法
人
化
推
進
本
部
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
た
委
員
会
等
に
お
け
る
検
討
過
程
が
詳
し
く
叙
述
さ
れ
て

い
る
。 

 

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
国
立
大
学
協
会
で
も
重
要
や
役
割
を
果
た
し
て
い
た
阿
部
博
之
総
長
と
馬
渡
尚
憲
副
総
長
の

動
き
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
叙
述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
名
古
屋
大
学
で
は
、
当
時
の
松
尾
稔
総
長
と
奥
野
信
宏
副
総
長
が
同
じ
よ
う

な
立
ち
位
置
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
紙
幅
の
制
約
も
あ
っ
て
そ
れ
を
示
唆
す
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
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的
な
連
動
性
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
本
書
を
読
む
と
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
法
人
化
の
是
非
等
に
対
す
る
名
古
屋
大
学
の
態
度
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
も
、
学
内
の
動
き
と
国
立
大
学
協
会
の
動
き
が
十
分
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
た
め
に
も
、
当
時
の
関
係
者
へ
の
聴
き
取
り
も
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

　

第
三
節
（
一
〇
頁
）
で
は
、
法
人
化
後
の
東
北
大
学
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
に
比
べ
て
運
営
体
制
の

説
明
は
詳
し
く
な
く
、
第
一
回
の
役
員
会
や
教
育
研
究
評
議
会
、
経
営
協
議
会
な
ど
の
様
子
を
叙
述
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
小
見
出
し
「
総
長
選
考
会
議
」
に
は
三
頁
を
割
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
大
学
が
国
立
大
学
の
中
で
最
も

早
く
、
法
人
化
一
年
後
に
学
長
選
出
に
お
け
る
教
員
に
よ
る
選
挙
（
意
向
投
票
）
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

）
15
（

。
そ
の
ほ

か
、
小
見
出
し
「
中
期
目
標
・
中
期
計
画
」
で
は
、
第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
あ
っ
さ
り
と
半
頁
ほ
ど
で
略

述
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

）
16
（

。
ま
た
小
見
出
し
「
就
業
規
則
と
教
職
員
の
労
働
環
境
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
い
記
述
で
は
な
い
が
、
法

人
化
に
よ
り
職
員
が
国
家
公
務
員
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は

ほ
ぼ
言
及
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
〇
〇
年
史
で
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

　

な
お
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
一
つ
の
小
見
出
し
を
割
い
た
運
営
諮
問
会
議
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
記
述
を
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
。 

 （
二
）『
神
戸
大
学
百
年
史
』（
二
〇
一
〇
年
） 

 

　

神
戸
大
学
は
、
旧
帝
国
大
学
で
は
な
い
が
、
経
済
学
部
・
経
営
学
部
の
前
身
に
あ
た
る
神
戸
高
等
商
業
学
校
が
近
代
の
早
い
時
期
の
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一
九
〇
二
年
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ
が
一
九
二
九
年
に
神
戸
商
業
大
学
（
の
ち
神
戸
経
済
大
学
に
改
称
）
に
昇
格
、
一
九
四
九
年
に
は
こ

れ
を
中
核
母
体
と
し
て
新
制
国
立
総
合
大
学
と
な
っ
た
。
学
部
学
生
の
定
員
数
で
は
国
立
大
学
の
第
五
位
（
二
〇
二
二
年
度
）
に
位
置

す
る
な
ど
、
日
本
有
数
の
歴
史
と
規
模
を
持
つ
国
立
大
学
で
あ
る
。 

 

　

『
神
戸
大
学
百
年
史
』
は
、
い
ず
れ
も
一
〇
〇
〇
頁
を
超
え
る
通
史
Ⅰ
、
通
史
Ⅱ
、
部
局
史
、
二
〇
〇
頁
程
度
の
写
真
集
か
ら
な
る
。

そ
の
う
ち
通
史
Ⅰ
（
二
〇
〇
二
年
）、
写
真
集
（
二
〇
〇
二
年
）、
部
局
史
（
二
〇
〇
五
年
）
ま
で
は
比
較
的
刊
行
時
期
が
早
い
が
、
通

史
Ⅱ
（
以
下
、
本
節
で
は
こ
れ
を
「
本
書
」
と
す
る
）
は
そ
れ
ら
か
ら
間
が
空
き
、
二
〇
一
〇
年
の
刊
行
で
あ
る
。
神
戸
大
学
で
は
、

大
学
全
体
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
年
史
の
刊
行
は
こ
れ
が
初
め
て
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

　

本
書
は
、
副
題
が
「
新
制
神
戸
大
学
史
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
通
史
Ⅰ
の
副
題
は
「
前
身
校
史
」）、
一
九
四
九
年
に
誕
生
し
た

新
制
神
戸
大
学
の
歴
史
を
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
実
際
に
は
、
敗
戦
か
ら
新
制
神
戸
大
学
の
誕
生
ま
で
の
過
程
も
詳
し
く
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
記
述
の
終
末
に
つ
い
て
は
、
神
戸
大
学
は
神
戸
高
等
商
業
学
校
設
置
の
一
九
〇
二
年
を
創
立
年
と
し
、
二
〇
〇
二
年
が

創
立
一
〇
〇
周
年
の
年
に
あ
た
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
書
の
序
文
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
に
全
学
の
大
学
院
重
点
化
・
部
局
化
が
終

了
す
る
ま
で
を
描
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

本
書
は
、
総
頁
一
一
八
九
頁
、
し
か
も
A
四
判
で
一
頁
が
一
三
五
三
字
と
か
な
り
の
大
著
で
あ
る
。
大
き
く
は
第
1
編
「
本
編
」
と

第
2
編
「
資
料
と
統
計
」
か
ら
な
る
が
、
第
1
編
が
九
二
五
頁
を
占
め
て
い
る
。 

 

　

第
1
編
の
構
成
は
、
序
説
、
第
1
部
「
新
制
神
戸
大
学
の
成
立
」（
一
〇
〇
頁
）、
第
2
部
「
神
戸
大
学
の
開
学
」（
七
六
頁
）、
第
3

部
「
県
立
大
学
の
移
管
と
学
舎
統
合
」（
一
〇
八
頁
）、第
4
部
「
神
戸
大
学
紛
争
」（
一
九
二
頁
）、第
5
部
「
教
育
・
研
究
組
織
の
拡
充
」

（
九
四
頁
）、
第
6
部
「
教
養
部
廃
止
と
大
学
改
革
」（
一
五
〇
頁
）、
第
7
部
「
国
立
大
学
法
人
化
と
神
戸
大
学
」（
一
三
八
頁
）、
第
8

部
「
入
学
・
卒
業
、
学
生
生
活
、
教
職
員
お
よ
び
同
窓
会
」（
六
四
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
第
4
部
に
8
部
中
最
大
の
頁
数
が
割
か
れ
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て
い
る
こ
と
は
さ
て
お
き
、
第
6
部
と
第
7
部
、
つ
ま
り
お
お
む
ね
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
歴
史
に
か
な
り
の
比
重
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

　

法
人
化
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
一
目
瞭
然
の
第
7
部
「
国
立
大
学
法
人
化
と
神
戸
大
学
」
で
あ
る
。

そ
の
章
節
構
成
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。 

 

第
1
章
　

国
立
大
学
の
改
革 

 

　
　

第
1
節
　

国
立
大
学
の
改
革
構
想 

 

　
　
　
　

1
．
大
学
院
重
点
化
問
題
　

2
．
国
立
大
学
再
編
・
統
合
問
題
　

3
．
国
立
大
学
法
人
化
問
題 

 

　
　

第
2
節
　

神
戸
大
学
の
対
応 

 

　
　
　
　

1
．
国
立
大
学
法
人
化
へ
の
動
き
　

2
．「
国
立
大
学
法
人
　

神
戸
大
学
」
の
誕
生
　

3
．
国
立
大
学
法
人
化
後
の
影
響 

 

　
　
　
　

4
．
国
際
交
流
の
推
進
　

5
．
産
学
官
民
連
携
と
地
域
連
携
の
強
化 

 

第
2
章
　

国
際
交
流
と
社
会
貢
献
〔
節
・
項
は
省
略
〕 

 

第
3
章
　

大
学
院
の
重
点
化
・
部
局
化
と
改
革
〔
節
・
項
は
省
略
〕 

 

第
4
章
　

神
戸
商
船
大
学
と
の
統
合
〔
項
は
省
略
〕 

 

　
　

第
1
節
　

神
戸
商
船
大
学
の
沿
革 

 

　
　

第
2
節
　

統
合
協
議
の
経
過 

 

　
　

第
3
節
　

海
事
科
学
部
の
設
置 

 

第
5
章
　

国
立
大
学
法
人
神
戸
大
学
の
誕
生 
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第
1
節
　

国
立
大
学
法
人
化
の
経
緯 

 

　
　
　
　

1
．
国
立
大
学
法
人
化
の
契
機
と
展
開
　

2
．
各
方
面
か
ら
の
提
言
と
文
部
科
学
省
の
動
向 

 

　
　
　
　

3
．
国
立
大
学
協
会
の
対
応
　

4
．
小
括 

 

　
　

第
2
節
　

神
戸
大
学
に
お
け
る
法
人
化
の
準
備 

 

　
　
　
　

1
．「
独
立
行
政
法
人
」
へ
の
対
応 

 

　
　
　
　

2
．
法
人
化
構
想
の
明
確
化 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
〇
〇
〇
年
〈
平
成
一
二
〉
年
五
月
～
二
〇
〇
二
年
〈
平
成
一
四
年
〉
四
月
） 

 

　
　
　
　

3
．「
国
立
大
学
法
人
」
へ
の
対
応
　

4
．
小
括 

 

　
　

第
3
節
　

国
立
大
学
法
人
化
と
そ
の
影
響 

 

　
　
　
　

1
．
行
政
機
関
か
ら
の
法
人
へ
　

2
．
組
織
機
構
の
整
備
　

3
．
外
部
と
の
関
係
　

4
．
小
括 

 

　
　

第
4
節
　

世
界
的
な
研
究
・
教
育
拠
点
の
形
成
と
国
際
化
〔
項
は
な
し
〕 

 

　
　

第
5
節
　

産
学
官
民
連
携
と
地
域
連
携
〔
項
は
省
略
〕 

 

　
　

第
6
節
　

こ
れ
か
ら
の
神
戸
大
学
〔
項
は
省
略
〕 

 

　

本
書
は
、
章
の
上
の
部
の
タ
イ
ト
ル
に
、「
法
人
化
」
の
語
を
掲
げ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
第
7
部
「
国
立
大
学

法
人
化
と
神
戸
大
学
」
で
あ
る
が
、
同
部
の
概
要
を
総
論
的
に
述
べ
た
第
1
章
（
一
〇
頁
）
を
見
る
と
、
大
学
院
重
点
化
問
題
、
国
立

大
学
再
編
・
統
合
問
題
、
国
立
大
学
法
人
化
問
題
を
一
連
の
改
革
と
し
て
捉
え
る
視
点
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
第
1
章
は
、
本
書
が
法
人
化
に
相
当
な
頁
数
を
割
い
て
お
り
、
や
や
も
す
る
と
そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
つ
か
み
づ
ら
く
な
る
こ
と
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を
補
っ
て
お
り
、
行
き
届
い
た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

大
学
院
重
点
化
（
部
局
化
）
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
名
古
屋
大
学
で
は
一
九
九
四
年
度
に
始
ま
り
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
お
お
む
ね
終

わ
っ
た
た
め
（
厳
密
な
完
了
は
二
〇
〇
三
年
度
）、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
教
養
部
廃
止
・
四
年
一
貫
教
育
開
始
と
同
じ
章
に
置

い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
神
戸
大
学
の
大
学
院
重
点
化
は
一
九
九
八
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
（
厳
密
な
完
了
は
二
〇
〇
八
年
度
）
こ
と

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
配
置
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
教
養
部
廃
止
は
第
6
部
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
）。 

 

　

さ
ら
に
神
戸
大
学
の
場
合
、
法
人
化
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
ひ
い
て
は
法
人
化
を
見
す
え
て
の
問
題
と
な
っ
た
他
の
国
立

大
学
と
の
統
合
が
、
神
戸
商
船
大
学
と
の
統
合
（
海
事
科
学
部
の
設
置
）
と
い
う
形
で
実
現
し
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
第
4
章
（
特
に
第
2
節
と
第
3
節
の
計
二
〇
頁
）
も
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。 

 

　

法
人
化
に
つ
い
て
直
接
叙
述
す
る
の
は
、
第
5
章
（
四
五
頁
）
の
第
1
節
か
ら
第
3
節
で
あ
る
。
第
1
節
（
約
六
頁
）
で
は
、

一
九
九
六
年
設
置
の
行
政
改
革
会
議
に
お
け
る
検
討
か
ら
説
き
起
こ
し
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
国
立
大
学
協
会
が
法
人
化
を
容
認
す
る

ま
で
の
中
央
の
動
き
を
述
べ
て
い
る
（
神
戸
大
学
は
登
場
し
な
い
）。
こ
う
し
た
内
容
の
項
や
小
見
出
し
を
設
け
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
取
り
上
げ
て
き
た
沿
革
史
で
も
見
ら
れ
た
が
、
本
書
で
は
一
つ
の
節
を
割
い
て
い
る
。 

 

　

第
2
節
（
約
八
頁
）
で
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
通
り
同
大
学
に
お
け
る
法
人
化
の
準
備
が
叙
述
さ
れ
る
が
、
第
1
項
は
「
国
が
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
、行
政
機
関
で
あ
る
国
立
大
学
に
法
人
格
を
持
た
せ
「
独
立
行
政
法
人
」
に
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
時
期
」、

第
2
項
は
「
国
大
協
が
国
立
大
学
の
法
人
化
を
認
め
つ
つ
も
、
法
人
の
設
置
形
態
の
あ
り
方
に
つ
い
て
省
庁
と
国
立
大
学
と
の
調
整
を

行
い
、
構
想
を
明
確
化
し
て
い
っ
た
時
期
」、
第
3
項
は
「
国
大
協
が
国
立
大
学
法
人
に
つ
い
て
の
具
体
像
を
示
し
た
後
の
時
期
」
と

し
て

）
17
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
体
制
に
よ
る
神
戸
大
学
の
動
き
を
叙
述
し
て
い
る
。
そ
の
叙
述
の
特
徴
と
し
て
は
、
第

1
節
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
文
科
省
や
国
大
協
の
動
き
に
も
言
及
し
つ
つ
、
そ
の
神
戸
大
学
の
動
向
と
の
連
動
性
が
重
視
さ
れ
て
い
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る
こ
と
、
ま
た
検
討
体
制
だ
け
で
は
な
く
何
が
検
討
さ
れ
た
の
か
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、『
名

古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
不
十
分
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

　

第
3
節
で
は
、
法
人
化
に
よ
っ
て
同
大
学
の
運
営
体
制
、
教
職
員
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
詳
述
し
、
外
部
機
関

と
の
新
し
い
関
係
の
可
能
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
、
法
人
化
に
伴
う
教
職
員
の
あ
り
方
（
労
働
環
境
）

の
変
化
に
関
わ
る
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
通
り
だ
が
、
法
人
化
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
外
部
機
関
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
も
、
総
論
的
に
は
叙
述
が
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
一
〇
〇
年
史
の
課
題
と
言
え
る
。 

 

　

さ
ら
に
第
4
節
か
ら
第
6
節
も
、
主
な
叙
述
対
象
は
法
人
化
直
後
期
の
事
項
で
あ
り
、
第
5
章
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
逸
脱
し
て
は
い
な

い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
本
書
が
法
人
化
を
き
わ
め
て
重
要
な
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
、
単
に
章
の
上
の
部
の
タ
イ

ト
ル
に
「
法
人
化
」
を
掲
げ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
実
際
の
記
述
か
ら
も
看
取
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

 （
三
）『
奈
良
女
子
大
学
百
年
史
』（
二
〇
一
〇
年
） 

 

　

奈
良
女
子
大
学
は
、
国
立
大
学
と
し
て
は
小
規
模
の
部
類
で
あ
る
が
、
一
九
〇
九
年
設
置
の
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
を
前
身
と
す

る
歴
史
を
有
す
る
。
二
〇
〇
九
年
の
創
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
奈
良
女
子
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
奈
良
女
子
大
学
百
年

史
』（
奈
良
女
子
大
学
発
行
）
が
刊
行
さ
れ
た
（
以
下
、
本
節
で
は
こ
れ
を
「
本
書
」
と
す
る
）。
同
大
学
は
、
一
九
七
〇
年
に
『
奈
良

女
子
大
学
六
十
年
史
』（
三
九
八
頁
）、
一
九
八
九
年
に
『
奈
良
女
子
大
学
八
十
年
史
』（
七
三
八
頁
）
を
刊
行
し
た
が
、
本
書
は
こ
れ

ら
の
内
容
を
包
含
し
つ
つ
、
そ
れ
以
後
の
新
し
い
発
展
、
変
化
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
さ
れ
、
記
述
内
容
は
二
〇
〇
九
年
五
月
末
現
在

に
拠
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

）
18
（

。 
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本
書
は
一
一
五
二
頁
（
一
頁
八
一
六
字
）
か
ら
な
る
が
、大
き
な
構
成
と
し
て
は
、第
一
部
「
総
説
」（
四
二
〇
頁
）、第
二
部
「
各
節
」

（
五
一
八
頁
）、
第
三
部
「
百
年
の
歩
み
の
な
か
で
」（
六
一
頁
）、
第
四
部
「
回
想
・
記
録
」（
八
三
頁
）、
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
が

通
史
、
第
二
部
が
部
局
史
（
事
務
局
や
同
窓
会
の
章
も
あ
る
が
）、
第
三
部
と
第
四
部
が
資
料
編
に
相
当
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
通

史
に
あ
た
る
第
一
部
に
限
定
す
れ
ば
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
上
・
下
（
本
文
約
五
四
〇
頁
）
に
比
べ
る
と
、
む
し
ろ
字
数
は
少
な
い
。 

 

　

通
史
に
あ
た
る
第
一
部
の
章
構
成
は
、
第
一
章
「
草
創
期
の
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
」（
五
〇
頁
）、
第
二
章
「
発
展
期
の
奈
良
女

子
高
等
師
範
学
校
」（
三
七
頁
）、第
三
章
「
奈
良
女
子
大
学
へ
の
胎
動
」（
四
六
頁
）、第
四
章
「
草
創
期
の
奈
良
女
子
大
学
」（
一
二
頁
）、

第
五
章
「
確
立
期
の
奈
良
女
子
大
学
」（
二
三
頁
）、
第
六
章
「
大
学
教
育
改
革
と
国
立
大
学
法
人
前
夜
」（
五
七
頁
）、
第
七
章
「
国
立

大
学
法
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
」（
一
〇
六
頁
）、
第
八
章
「
国
立
女
子
大
学
と
し
て
の
女
性
支
援
事
業
」（
三
三
頁
）、
第
九
章
「
国
立

大
学
法
人
奈
良
女
子
大
学
の
現
状
と
今
後
の
発
展
へ
」（
一
四
頁
）、「
写
真
　

奈
良
女
子
大
学
百
年
の
歩
み
」（
四
二
頁
）、と
な
っ
て
い
る
。 

 

　

前
学
長
に
よ
る
論
説
的
性
格
の
強
い
第
九
章
と
写
真
を
除
く
三
六
四
頁
の
う
ち
、
お
お
む
ね
一
九
九
〇
年
代
以
降
を
記
述
対
象
と
し

て
い
る
第
六
～
八
章
で
一
九
六
頁
と
半
分
強
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、前
回
の
本
格
的
沿
革
史
の
対
象
範
囲
は
全
体
の
半
分
（
上
巻
）

に
と
ど
め
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
残
り
の
半
分
（
下
巻
）
を
充
て
て
い
る
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
と
共
通
し
て
い
る
。『
名
古
屋

大
学
の
歴
史
』
下
巻
の
範
囲
は
約
三
〇
年
だ
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
ま
で
を
範
囲
と
す
る
本
書
の
方
が
二
〇
年
の
記
述
と
し
て
は
密
度
が

高
い
と
も
い
え
る
。 

 

　

第
六
章
「
大
学
教
育
改
革
と
国
立
大
学
法
人
前
夜
」
の
節
及
び
小
見
出
し
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

　

第
一
節
　

教
育
行
政
の
動
き 

 

　
　
　

臨
時
定
員
増
／
大
学
審
議
会
／
学
位
制
度
の
見
直
し
／
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
・
簡
素
化
／
留
学
生
の
受
入
れ
推
進
／
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大
学
運
営
の
円
滑
化
／
教
員
の
任
期
制
な
ど
／
二
十
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
／

　
　
　

高
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
／
認
証
評
価
／
一
層
の
高
等
教
育
改
革
の
推
進 

 

　

第
二
節
　

法
人
化
前
の
奈
良
女
子
大
学 

 

　
　
　

基
本
理
念
の
制
定
／
学
部
改
組
／
大
学
院
改
組
／
附
属
の
教
育
研
究
施
設
や
セ
ン
タ
ー
の
充
実
／
事
務
改
組
／

　
　
　

附
属
学
校
園
の
位
置
づ
け
／
九
十
周
年
記
念
式
典 

 

　

第
三
節
　

法
人
化
ま
で
の
教
育
・
学
生
支
援
〔
小
見
出
し
二
つ
、
省
略
〕 

 

　

第
四
節
　

研
究
支
援
・
社
会
貢
献
等
〔
小
見
出
し
二
つ
、
省
略
〕 

 

　

第
五
節
　

国
際
交
流
と
留
学
生
受
入
れ
の
進
展
〔
小
見
出
し
二
つ
、
省
略
〕 

 

　

第
六
節
　

本
学
に
お
け
る
自
己
点
検
評
価 

 

　

第
三
節
以
下
は
小
見
出
し
が
少
な
く
（
第
六
節
は
小
見
出
し
な
し
）、
第
一
節
と
第
二
節
で
第
六
章
全
体
の
七
〇
％
以
上
の
頁
数
を

占
め
る
。
記
述
範
囲
は
、一
九
九
〇
年
前
後
（
一
部
一
九
八
〇
年
代
を
含
む
）
か
ら
法
人
化
直
前
ま
で
に
つ
い
て
は
共
通
し
て
い
る
が
、

節
や
小
見
出
し
に
よ
っ
て
は
、
法
人
化
後
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

第
一
節
は
、
教
育
行
政
の
動
き
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
化
後
の
時
期
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
も
本
格
的
に
言
及
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
人
化
に
直
接
か
か
わ
る
動
き
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
ず
、
第
七
章
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
こ

れ
ま
で
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
沿
革
史
で
は
法
人
化
の
叙
述
す
る
に
あ
た
っ
て
の
起
点
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
一
九
九
八
年

の
大
学
審
議
会
答
申
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」
が
、
法
人
化
に
直
接
か
か
わ
る
叙
述
と
は
切
り
離
さ
れ

つ
つ
も
、
か
な
り
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 
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第
二
節
以
下
は
、
第
一
節
で
述
べ
ら
れ
た
教
育
行
政
の
動
向
に
対
し
、
奈
良
女
子
大
学
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
叙
述
す
る

形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
法
人
化
後
の
時
期
に
お
い
て
、
法
人
化
に
よ
っ
て
展
開
が
大
き
く
変
わ
っ
た
事
項
に
つ
い

て
は
第
七
章
で
述
べ
、
そ
れ
以
外
は
法
人
化
後
の
時
期
の
こ
と
を
含
め
て
第
六
章
で
述
べ
る
と
い
う
方
針
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

　

次
に
、
総
説
で
は
最
も
多
く
の
頁
数
が
割
か
れ
て
い
る
、
第
七
章
「
国
立
大
学
法
人
と
し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
の
節
及
び
小
見

出
し
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

　

第
一
節
　

法
人
化
と
制
度
改
革 

 

　
　
　

国
立
大
学
の
法
人
化
／
法
人
化
へ
向
け
て 

 

　

第
二
節
　

奈
良
女
子
大
学
の
国
立
大
学
法
人
化 

 

　
　
　

制
度
改
革
と
新
た
な
運
営
体
制
の
構
築 

 

　

第
三
節
　

教
育
・
学
生
支
援 

 

　
　
　

全
学
共
通
教
育
／
入
学
者
選
抜
と
学
生
支
援 

 

　

第
四
節
　

研
究
支
援
・
社
会
連
携
等 

 

　
　
　

研
究
支
援
／
社
会
連
携 

 

　

第
五
節
　

競
争
的
資
金
制
度 

 

　
　
　

地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
／
二
十
一
世
紀
C 

O 

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

　
　
　

質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
／

　
　
　

大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 
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第
六
節
　

国
際
交
流
及
び
留
学
生
受
入 

 

　
　
　

留
学
生
政
策
の
展
開
／
本
学
に
お
け
る
国
際
交
流
・
留
学
生
受
入
／
本
学
に
お
け
る
留
学
生
の
動
向
と
特
徴 

 

　

第
七
節
　

評
価 

 

　
　
　

第
一
期
の
中
期
目
標
と
中
期
計
画
／
第
一
期
中
期
目
標
期
間
中
の
業
務
実
績
評
価
／
認
証
評
価 

 

　

第
一
節
に
お
い
て
国
立
大
学
の
法
人
化
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
内
容
は
中
央
の
動
き
が
ほ
と

ん
ど
で
、
奈
良
女
子
大
学
の
動
向
に
つ
い
て
の
記
述
は
一
頁
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
節
で
は
、
法
人
化
に
伴
っ
て
成

立
し
た
運
営
体
制
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
割
か
れ
て
い
る
の
は

四
頁
と
比
較
的
あ
っ
さ
り
叙
述
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
沿
革
史
の
多
く
に
比
べ
る
と
、
法
人
化
ま
で
の
学
内
の
検
討

過
程
に
は
重
き
を
置
い
て
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。 

 

　

た
だ
こ
れ
に
対
し
、
実
際
の
業
務
運
営
が
法
人
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
以
下
で
多
く
の
頁

が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
第
七
節
で
は
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
を
含
め
こ
れ
ま
で
本
稿
で
取
り
上
げ
て
沿
革
史
で
は
、
検
討
過
程
は

と
も
か
く
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
詳
し
い
言
及
が
な
か
っ
た
第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
資
料
編
で
は
な
く
通
史
編
に
こ
の
紙
幅
の
使
い
方
が
適
切
か
ど
う
か
議
論
の
余
地
は
あ
ろ
う
が
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
を
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
う
か
は
、
法
人
化
後
の
国
立
大
学
沿
革
史
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 
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 （
四
）『
小
樽
商
科
大
学
百
年
史
』（
二
〇
一
一
年
） 

 

　

小
樽
商
科
大
学
は
、
小
規
模
な
単
科
大
学
で
は
あ
る
が
、
そ
の
前
身
を
た
ど
れ
ば
一
九
一
〇
年
設
置
の
、
日
本
五
番
目
の
官
立
商
業

専
門
学
校
で
あ
る
小
樽
高
等
商
業
学
校
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
学
に
昇
格
し
た
の
は
、
一
九
四
九
年
の
新
制
小
樽
商

科
大
学
の
設
置
に
よ
る
。
同
大
学
で
は
、
創
立
一
〇
〇
周
年
を
小
樽
高
商
の
設
置
年
か
ら
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。 

 

　

本
節
で
取
り
上
げ
る
小
樽
商
科
大
学
百
年
史
編
纂
室
編
『
小
樽
商
科
大
学
百
年
史
』（
小
樽
商
科
大
学
出
版
会
発
行
）
は
、
い
ず
れ

も
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
通
史
編
（
以
下
、
本
節
で
は
「
本
書
」
と
す
る
）、
学
科
史
・
資
料
編
の
二
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
学

科
史
・
資
料
編
も
六
四
一
頁
ほ
ど
あ
る
が
、
通
史
編
は
そ
の
倍
近
い
一
一
三
九
頁
（
一
頁
九
六
九
頁
）
の
大
作
で
あ
る
（
学
術
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
全
頁
が
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る

）
19
（

）。
小
樽
商
科
大
学
は
単
科
大
学
の
た
め
「
部
局
史
」
の
必
要
が
な
く
、
し
か
も
大
学

の
規
模
も
小
さ
い
た
め
、「
通
史
」
に
こ
れ
だ
け
の
頁
を
割
け
る
面
も
あ
ろ
う
。 

 

　

本
書
は
、
第
一
編
「
小
樽
高
等
商
業
学
校
の
軌
跡
」（
第
一
～
五
章
）
と
第
二
編
「
小
樽
商
科
大
学
の
軌
跡
」（
第
六
～
九
章
）
か
ら

な
る
が
、小
樽
高
等
商
業
学
校
期
の
第
一
編
に
実
に
七
一
一
頁
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
小
樽
商
科
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
年
史
と
し
て
は
、

緑
丘
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
緑
丘
五
十
年
史
』（
小
樽
商
科
大
学
、
一
九
六
一
年
）
が
あ
る
。
二
八
六
頁
か
ら
な
る
も
の
の
、
教

員
や
卒
業
生
か
ら
寄
稿
さ
れ
た
回
想
文
も
含
め
て
で
あ
り
、
通
史
は
そ
れ
ほ
ど
詳
細
な
内
容
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
同
大
学
に

と
っ
て
は
本
書
が
初
め
て
の
本
格
的
通
史
と
も
い
え
る
わ
け
で
、
第
一
編
の
充
実
ぶ
り
は
、
同
大
学
が
い
か
に
小
樽
高
商
の
歴
史
を
重

視
し
て
い
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

　

第
二
編
は
三
五
〇
頁
ほ
ど
で
、
そ
の
う
ち
法
人
化
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
は
第
九
章
「「
商
科
系
単
科
大
学
」
と
し
て
の
発

展
へ
」
で
、
年
代
的
に
は
お
お
む
ね
一
九
九
〇
年
前
後
以
降
か
ら
二
〇
〇
九
年
あ
た
り
ま
で
が
範
囲
と
な
っ
て
い
る
（
巻
末
の
年
表
は
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二
〇
一
〇
年
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。
同
章
の
節
と
小
見
出
し
の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

　

第
一
節
　

大
学
改
革
の
嵐
の
な
か
で 

 

　
　
　

大
学
理
念
の
転
換
／
加
速
す
る
大
学
改
革
／
一
般
教
育
改
革
／
一
九
九
七
年
度
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
／
教
育
課
程
の
改
善
へ
／

二
〇
〇
一
年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
／
「
商
科
系
単
科
大
学
」
と
し
て
の
将
来
構
想
／
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
セ
ン
タ
ー
の
設
置
／

大
学
院
改
革
へ
／
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
専
攻
の
設
置
／
国
際
交
流
の
本
格
化
／
自
己
点
検
・
評
価
へ
の
取
組
み
／

　
　
　

意
思
決
定
機
構
の
整
備
／
事
務
機
構
の
再
編
整
備
／
独
立
行
政
法
人
化
へ
の
疑
念
／
法
人
化
移
行
の
準
備
へ
／

　
　
　

再
編
・
統
合
問
題
を
め
ぐ
っ
て 

 

　

第
二
節
　

現
代
の
商
大
生 

 

　
　
　

生
活
実
態
調
査
か
ら
／
札
通
生
と
女
子
学
生
の
増
大
／
「
商
大
の
い
い
と
こ
、
わ
る
い
と
こ
」
／

　
　
　

学
生
た
ち
の
活
躍 

 

　

第
三
節
　

国
立
大
学
法
人
と
し
て
の
出
発 

 

　
　
　

中
期
目
標
・
中
期
計
画
／
法
人
化
の
も
た
ら
し
た
も
の
／
「
本
学
の
進
む
べ
き
道
」 

 

　

本
書
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
を
対
象
と
す
る
章
の
タ
イ
ト
ル
が
、「「
商
科
系
単
科
大
学
」
と
し
て
の
発
展
へ
」
と
い
う
、
他
の

沿
革
史
に
比
べ
て
か
な
り
異
質
で
あ
る
点
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
れ
ま
で
は
将
来
的
に
複
数
学
部
を
持
つ
実
質
的
な
「
社
会
科
学
系
の
総
合
大
学
」
を
志
向
し
な
が
ら
学
科
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
一
九
九
一
年
に
四
学
科
・
夜
間
主
コ
ー
ス
体
制
が
実
現
す
る
と
、
新
長
期
構
想
委
員
会
が
廃
止
さ
れ
て
一
九
九
三
年
に
将
来
構
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想
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
最
終
的
に
は
一
九
九
八
年
に
「
商
科
系
単
科
大
学
」
と
し
て
の
発
展
を
目
指
す

方
針
が
正
式
に
決
定
す
る
。
こ
の
運
営
方
針
の
大
き
な
転
換
に
中
央
か
ら
の
大
学
改
革
が
絡
み
合
う
か
た
ち
で
こ
の
時
期
の
小
樽
商
科

大
学
の
歴
史
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

　

一
九
四
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
の
六
〇
年
の
歴
史
を
描
く
第
二
編
約
三
五
〇
頁
の
う
ち
、
約
二
〇
年
を
範
囲
と
す
る
本
章
は

九
二
頁
と
、
そ
れ
ほ
ど
の
紙
幅
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
本
章
の
約
二
〇
年
全
体
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
第
二
節

を
除
く
と
、
法
人
化
前
を
範
囲
と
す
る
第
一
節
は
六
八
頁
、
法
人
化
後
を
範
囲
と
す
る
第
三
節
は
一
〇
頁
で
あ
り
、
第
一
節
が
重
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

 

　

第
一
節
の
タ
イ
ト
ル
は
「
大
学
改
革
の
嵐
の
な
か
で
」
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
ど
の
国
立
大
学
に
と
っ
て
も
、
大
学
改
革
の
波
に

さ
ら
さ
れ
た
法
人
化
ま
で
の
約
一
五
年
は
「
嵐
」
に
例
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
小
樽
商
科
大
学
に
と
っ
て
は
、
単
科
大
学

と
し
て
の
発
展
の
方
向
に
方
針
の
舵
を
切
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
法
人
化
ま
で
の
大
学
改
革
の
「
嵐
」
が
同
大
学
の
存
続
の
危
機
を
も

伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
法
人
化
に
つ
い
て
直
接
言
及
さ
れ
た
最
後

の
三
つ
の
小
見
出
し
に
そ
の
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
小
見
出
し
で
は
、
学
長
の
対
外
的
な
言
説
を

中
心
に
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
学
内
で
の
検
討
に
つ
い
て
は
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
小
樽
商
科
大
学
が
法
人
化
問
題
や

実
現
し
な
か
っ
た
道
内
の
国
立
大
学
と
の
再
編
・
統
合
問
題
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
か
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の

第
一
節
は
一
九
九
〇
年
代
の
大
学
改
革
が
盛
り
込
ま
れ
、
法
人
化
に
よ
っ
て
終
わ
る
形
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
一
九
九
〇
年
代
の
大
学

改
革
と
法
人
化
を
一
連
の
過
程
と
し
て
叙
述
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。 

 

　

前
述
の
よ
う
に
法
人
化
後
に
つ
い
て
述
べ
た
第
三
節
の
頁
数
は
少
な
い
が
、
冒
頭
の
小
見
出
し
で
第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
沿
革
史
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
後
の
二
つ
の
小
見
出
し
は
、
学
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長
の
言
説
を
引
用
し
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

　

こ
の
よ
う
に
、
学
長
の
言
説
を
重
視
す
る
手
法
は
本
章
全
体
の
特
徴
で
も
あ
る
。『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
下
巻
で
は
、
紙
幅
の
関

係
も
あ
り
、
総
長
の
言
説
を
生
の
形
で
直
接
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
対
外
的
な
言
説
は
注
意
し
て
引
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
来
た
る
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
で
留
意
す
べ
き
点
の
一
つ
と
言
え
る
。 

 （
五
）『
静
岡
大
学
の
一
〇
年
』（
二
〇
一
〇
年
） 

 

　

静
岡
大
学
は
、
新
制
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
て
か
ら
五
〇
周
年
に
あ
た
る
一
九
九
九
年
に
、
八
二
七
頁
の
通
史
、
二
〇
三
頁
の
写

真
集
か
ら
な
る
静
岡
大
学
五
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
通
史
編
小
委
員
会
編
『
静
岡
大
学
の
五
十
年
』（
静
岡
大
学
発
行
）
を
刊
行

し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
一
〇
年
余
り
の
後
に
、
四
六
四
頁
か
ら
な
る
静
岡
大
学
編
刊
『
静
岡
大
学
の
一
〇
年

（
一
九
九
九
～
二
〇
〇
九
）』
を
刊
行
し
た
（
同
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
全
頁
の
P 

D 

F
フ
ァ
イ
ル
公
開
、
以
下
本
節
で
は
「
本
書
」

と
す
る
）。
こ
の
よ
う
な
、
一
九
九
九
年
く
ら
い
に
本
格
的
な
五
〇
年
史
を
刊
行
し
た
大
学
が
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
も
し
く
は
二
〇

年
間
に
特
化
し
た
、
あ
る
程
度
の
頁
数
を
備
え
た
沿
革
史
を
刊
行
す
る
例
は
、
静
岡
大
学
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る

）
20
（

。 

 

　

こ
れ
ら
の
短
期
間
特
化
型
の
沿
革
史
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
通
史
の
頁
数
が
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
部
局
史
の
も
し
く
は
組

織
ご
と
の
歴
史
叙
述
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
書
は
、
ま
え
が
き
、
第
Ⅰ
部
「
こ
の
一
〇
年
　

日
本
社
会
の
変
化
と
高
等
教
育
の

施
策
展
開
」、
第
Ⅱ
部
「
学
部
・
研
究
科
の
一
〇
年
」、
付
録
、
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
の
四
六
四
頁
（
一
頁
一
二
〇
〇
字
）
の
う

ち
、
第
Ⅱ
部
が
約
八
〇
％
の
頁
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
ま
え
が
き
（『
静
岡
大
学
の
一
〇
年
―
一
九
九
九
～
二
〇
〇
九
』
の

編
集
に
当
た
っ
て
）
に
「
各
部
局
の
歴
史
を
残
す
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
部
局
史
の
叙
述
が
本
書
の
本
来
の
目
的



37

と
い
え
る
。 

 

　

法
人
化
前
後
の
一
〇
年
間
に
特
化
し
た
沿
革
史
の
中
に
も
、
香
川
大
学
の
よ
う
に
通
史
に
お
い
て
、
法
人
化
前
の
大
学
統
合
問
題
、

法
人
ま
で
の
学
内
の
動
き
や
法
人
化
後
の
体
制
に
つ
い
て
そ
れ
な
り
の
頁
数
を
割
い
て
い
る
も
の
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
こ
れ
ま
で

取
り
上
げ
て
き
た
沿
革
史
と
共
通
す
る
部
分
も
多
い
の
で
、
本
節
で
は
こ
れ
ま
で
の
沿
革
史
と
は
異
な
っ
た
叙
述
を
し
て
い
る
静
岡
大

学
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。 

 

　

第
Ⅰ
部
「
こ
の
一
〇
年
　

日
本
社
会
の
変
化
と
高
等
教
育
の
施
策
展
開
」（
三
一
頁
）
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
の
下
に
小
見
出
し
等
は
置
か
れ
て
い
な
い
）。 

 

　

1
　

一
九
九
八
年
大
学
審
「
二
一
世
紀
」
答
申
と
大
学
種
別
化
の
方
向
性 

 

　

2
　

ユ
ネ
ス
コ
二
一
世
紀
高
等
教
育
世
界
宣
言
と
日
本
の
教
育
政
策 

 

　

3
　

行
財
政
改
革
の
加
速
化
と
、
高
等
教
育
の
在
り
方
へ
の
示
唆 

 

　

4
　

独
立
行
政
法
人
化
ス
キ
ー
ム
の
登
場 

 

　

5
　

大
学
の
自
己
評
価
と
第
三
者
評
価
―
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の
設
置 

 

　

6
　

国
際
化
、
地
域
連
携
、
教
育
評
価
な
ど
大
学
評
価
の
試
行
と
『
静
岡
大
学
の
現
状
と
課
題
』 

 

　

7
　

文
部
省
・
国
立
大
学
協
会
の
国
立
大
学
法
人
化
へ
の
対
応 

 

　

8
　

独
立
行
政
法
人
化
と
国
立
大
学
法
人
化
の
論
理 

 

　

9
　

国
立
大
学
法
人
化
と
静
岡
大
学
―
法
人
化
準
備
本
部 

 

　

10
　

法
人
化
に
よ
る
大
学
組
織
の
変
革 
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11
　

教
育
基
本
法
改
正
、
学
校
教
育
法
の
改
正
と
大
学
の
役
割 

 

　

12
　

高
等
教
育
の
質
を
問
う
方
策
の
展
開 

 

　

13
　

大
学
「
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
」、「
教
職
員
像
」
憲
章
の
制
定 

 

　

小
括 

 

　

第
1
項
か
ら
第
5
項
ま
で
は
、
静
岡
大
学
は
全
く
登
場
せ
ず
、
一
九
九
八
年
の
大
学
審
議
会
答
申
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の

改
革
方
策
に
つ
い
て
―
競
争
的
環
境
の
中
で
個
性
が
輝
く
大
学
―
」
か
ら
説
き
起
こ
し
、
当
時
の
国
立
大
学
改
革
論
や
そ
の
影
響
の
下

に
実
際
に
遂
行
さ
れ
た
諸
政
策
に
つ
い
て
、
日
本
社
会
の
み
な
ら
ず
世
界
の
動
き
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
特
に
第
2
項

で
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
方
向
性
に
批
判
的
な
視
点
か
ら
、
一
九
九
八
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
発
表
し
た
「
二
一
世
紀
高
等
教
育
世
界
宣
言

　

二
一
世
紀
の
高
等
教
育
　

展
望
と
行
動
」
を
取
り
上
げ
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
本
稿
で

取
り
上
げ
た
沿
革
史
で
、
こ
の
宣
言
に
言
及
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。 

 

　

そ
し
て
第
6
項
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
静
岡
大
学
の
取
り
組
み
と
し
て
、
副
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
評
価

会
議
を
中
核
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
に
『
静
岡
大
学
の
現
状
と
解
題
』
が
編
集
・
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
第
7
項

で
は
や
や
時
間
を
戻
し
、
国
立
大
学
法
人
化
へ
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
く
状
況
を
述
べ
た
う
え
で
、
こ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
静
岡
大

学
で
は
大
学
改
革
推
進
会
議
組
織
運
営
部
会
に
お
い
て
、
同
大
学
の
組
織
運
営
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
こ
れ
に
続
く
第
8
項
で
は
、
再
び
静
岡
大
学
は
登
場
せ
ず
、
相
当
の
頁
数
を
使
っ
て
当
時
の
国
立
大
学
法
人
化
論
の
理
論
的
検
討

が
行
わ
れ
る
。 

 

　

第
9
項
で
は
、
そ
れ
ま
で
法
人
化
に
対
し
て
批
判
的
な
姿
勢
を
堅
持
し
て
き
た
静
岡
大
学
が
、
よ
う
や
く
国
立
大
学
法
人
法
案
が
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国
会
で
成
立
す
る
二
ヵ
月
前
の
二
〇
〇
三
年
五
月
に
な
っ
て
法
人
移
行
準
備
本
部
を
設
置
し
て
法
人
化
に
向
け
て
の
具
体
的
な
検
討
に

入
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
記
述
は
総
じ
て
簡
略
で
あ
る
。
そ
し
て
第
10
項
、
第
11
項
で
は
再
び
理
論
的
な
話
と
な
り
、
最
後
の

第
12
項
で
静
岡
大
学
が
他
の
国
立
大
学
に
比
べ
て
設
定
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
と
い
う
大
学
の
理
念
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
に
「
未
来
を

拓
く
静
岡
大
学
～
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
～
」
と
「
静
岡
大
学
教
職
員
像
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。 

 

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
第
Ⅰ
章
は
通
史
と
い
う
よ
り
、
本
書
の
総
論
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
構
成
が
整
え
ら
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
く
読
み
づ
ら
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
で
も
、
沿
革
史
が
大
学
の
公
式
な
編
さ
ん
物
で
あ
る
限
界
、
制
約
は
あ

る
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
日
本
社
会
の
変
化
や
世
界
の
動
き
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
日
本
の
高
等
教
育
の
方
向
性
へ
の
批
判
的
な
視

点
も
持
ち
つ
つ
論
じ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
第
Ⅰ
部
の
本
文
が
終
わ
っ
た
後
、
静
岡
大
学
の
第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計

画
と
第
二
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
案
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

ま
た
第
Ⅱ
部
で
も
、
第
一
章
「
全
体
的
外
観
」（
一
〇
頁
）
は
、
第
一
節
「
事
務
組
織
の
再
編
」
で
法
人
化
前
後
の
事
務
組
織
の
変

遷
を
述
べ
、
第
二
部
「
自
己
・
外
部
評
価
と
第
三
者
評
価
」
で
は
ほ
と
ん
ど
の
頁
を
法
人
化
後
の
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
も
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
と
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
が
十
分
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
お
ら
ず
、
課
題
が

残
る
構
成
で
は
あ
ろ
う
。 

 

四
　

二
〇
一
四
～
二
〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史 

 

　

本
章
で
は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
八
年
の
五
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
沿
革
史
に
お
け
る
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
に
つ
い
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て
検
討
す
る
。 

 

　

こ
の
五
年
間
に
お
け
る
国
立
大
学
の
沿
革
史
（
資
料
編
、
年
表
、
部
局
史
の
み
の
巻
は
除
く
）
の
刊
行
は
、
そ
の
前
の
五
年
間
に
比

べ
る
と
一
段
落
し
た
印
象
で
あ
る
。
表
1
か
ら
抽
出
す
る
と
、旭
川
医
科
大
学
（
二
〇
一
八
年
）、お
茶
の
水
女
子
大
学
（
二
〇
一
五
年
）、

電
気
通
信
大
学
（
二
〇
一
八
年
）、
長
岡
技
術
科
学
大
学
（
二
〇
一
六
年
）、
富
山
大
学
（
二
〇
一
五
年
）、
浜
松
医
科
大
学
（
二
〇
一
四

年
）、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
（
二
〇
一
六
年
）、
大
阪
外
国
語
大
学
（
二
〇
一
四
年
、
た
だ
し
同
大
学
は
二
〇
〇
七
年
に
大
阪
大
学
に
統

合
さ
れ
た
）、
和
歌
山
大
学
（
二
〇
一
七
年
）、
山
口
大
学
（
二
〇
一
四
年
）、
九
州
大
学
（
二
〇
一
七
年
）、
佐
賀
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、

熊
本
大
学
（
二
〇
一
四
年
）
の
一
三
大
学
に
と
ど
ま
る
。 

 

　

歴
史
叙
述
を
備
え
た
本
格
的
な
年
史
も
あ
る
一
方
で
、
記
念
誌
や
写
真
集
の
類
が
多
く
、
性
格
的
に
は
両
極
に
分
解
し
て
い
る
印
象

を
受
け
る
。
ま
た
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
よ
う
に
、
法
人
化
「
前
後
」
で
は
な
く
、
法
人
化
「
後
」
の
一
〇
年
間
に
特
化
し
た
年
史

を
刊
行
し
て
い
る
例
も
あ
る

）
21
（

。 

 （
一
）『
九
州
大
学
百
年
史
』（
二
〇
一
七
年
） 

 

　

『
九
州
大
学
百
年
史
』
は
、二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
、各
巻
が
六
〇
〇
～
一
五
〇
〇
頁
に
及
ぶ
も
の
が
全
一
一
巻
（
通

史
編
Ⅰ
～
Ⅲ
、
部
局
史
編
Ⅰ
～
Ⅳ
、
資
料
編
Ⅰ
～
Ⅳ
）
刊
行
さ
れ
た
（
全
巻
が
九
州
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
九
州
大
学
発
行

）
22
（

）。

巻
数
に
お
い
て
、
前
章
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
『
東
北
大
学
百
年
史
』
に
匹
敵
す
る
、
国
立
大
学
最
大
規
模
の
沿
革
史
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
名
古
屋
大
学
が
一
〇
〇
年
史
を
編
さ
ん
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う

）
23
（

。 

 

　

『
九
州
大
学
百
年
史
』
は
通
史
編
を
三
巻
刊
行
し
て
い
る
が
、
時
系
列
に
よ
る
通
史
二
巻
、
テ
ー
マ
別
の
通
史
一
巻
と
い
う
構
成
の
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『
東
北
大
学
百
年
史
』（
注
（
14
）
参
照
）
に
対
し
、
三
巻
と
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
時
系
列
順
の
通
史
に
な
っ
て
い
る
（
本
節
で
は
、

通
史
編
三
巻
全
部
を
も
っ
て
「
本
書
」
と
す
る
）。
各
巻
の
対
象
範
囲
は
、
通
史
編
Ⅰ
（
八
一
六
頁
）
が
医
学
部
の
「
淵
源
」
と
さ
れ

る
明
治
初
年
の
医
学
校
か
ら
一
九
四
九
年
の
新
制
九
州
大
学
の
発
足
ま
で
、
通
史
編
Ⅱ
（
八
四
二
頁
）
が
一
九
九
四
年
の
教
養
部
の
廃

止
ま
で
、
通
史
編
Ⅲ
（
六
四
四
頁
）
が
二
〇
一
二
年
に
創
立
百
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
ま
で
、
と
さ
れ
て
い
る
。
九
州
大
学
は
、

一
九
六
七
年
に
『
九
州
大
学
五
十
年
史
』（
通
史
、
学
術
史
上
・
下
）、
一
九
九
〇
年
前
後
に
『
九
州
大
学
七
十
五
年
史
』（
通
史
、
史

料
編
上
・
下
、
別
巻
）
を
刊
行
し
て
い
る
。 

 

　

本
書
通
史
編
Ⅲ
は
、第
12
編
「
学
府
・
研
究
院
制
度
の
発
足
」（
二
〇
七
頁
）、第
13
編
「
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足
」（
二
五
二

頁
）、第
14
編
「
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
統
合
移
転
と
病
院
地
区
の
再
開
発
」（
一
二
一
頁
）、第
15
編
「「
知
の
新
世
紀
を
拓
く
」」（
五
四
頁
）

か
ら
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
約
三
〇
年
間
の
歴
史
に
六
三
四
頁
（
一
頁
九
一
八
字
）
を
費
や
せ
る
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
超
大
型
沿
革
史

な
ら
で
は
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
前
章
ま
で
に
取
り
上
げ
た
沿
革
史
で
は
、
静
岡
大
学
の
よ
う
な
短
期
間
特
化
型
は
別
と
し
て
、
実

質
的
に
は
法
人
化
が
歴
史
叙
述
の
着
地
点
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
書
は
法
人
化
後
に
も
編
と
い
う
大
き
な
項
目
を
設
け
て
い
る
。
こ

れ
は
、
こ
の
時
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
沿
革
史
の
特
徴
と
も
い
え
、
法
人
化
が
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
た
歴
史
過
程
の
一
部
と
し
て
認
識

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

　

第
13
編
「
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足
」
は
、
第
1
章
「
国
立
大
学
法
人
化
へ
の
動
き
」、
第
2
章
「
九
州
大
学
・
九
州
芸
術

工
科
大
学
の
統
合
」、
第
3
章
「
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足
」、
第
4
章
「
社
会
状
況
の
変
化
へ
の
対
応
」、
第
5
章
「
国
際
化

の
進
展
」、
第
6
章
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
」、
第
7
章
「
社
会
連
携
の
強
化
」
か
ら
な
る
が
、
第
1
～
3
章
（
一
三
二
頁
）
の
構
成

は
次
の
通
り
で
あ
る
（
小
見
出
し
は
全
て
省
略
、
項
は
適
宜
省
略
）。
た
だ
、
法
人
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
法
人
化
に
よ
る
運
営
体
制

等
の
変
化
に
つ
い
て
の
叙
述
と
言
え
る
の
は
、
第
1
章
と
第
2
章
、
第
3
章
第
1
節
、
第
3
章
第
3
節
第
6
項
「
機
構
・
本
部
・
推
進
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室
等
の
設
置
」、
第
4
節
、
第
5
節
第
3
項
「
大
学
評
価
」、
第
6
節
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
そ
れ
で
も
合
わ
せ
て
八
〇
頁
を
超
え
て
い
る
。 

 

第
1
章
　

国
立
大
学
法
人
化
へ
の
動
き 

 

　
　

第
1
節
　

行
財
政
改
革
と
国
立
大
学
の
法
人
化
案 

 

　
　
　

（
1
）
行
政
改
革
と
独
立
行
政
法
人
化
　

（
2
）
独
立
行
政
法
人
化
の
見
送
り 

 

　
　

第
2
節
　

国
立
大
学
法
人
法
の
制
定 

 

　
　
　

（
1
）
文
部
省
の
方
針
転
換
　

（
2
）「
構
造
改
革
」
と
「
遠
山
プ
ラ
ン
」
　

（
3
）
国
立
大
学
法
人
法
の
制
定 

 

第
2
章
　

九
州
大
学
・
九
州
芸
術
工
科
大
学
の
統
合 

 

　
　

第
1
節
　

国
立
大
学
の
再
編
統
合
〔
項
は
省
略
〕 

 

　
　

第
2
節
　

九
州
大
学
・
九
州
芸
術
工
科
大
学
の
統
合
〔
項
は
省
略
〕 

 

第
3
章
　

国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足 

 

　
　

第
1
節
　

国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足 

 

　
　
　

（
1
）
国
立
大
学
法
人
化
に
向
け
た
準
備
　

（
2
）
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足 

 

　
　

第
2
節
　

専
門
職
大
学
院
等
の
設
置
〔
項
は
省
略
〕 

 

　
　

第
3
節
　

研
究
所
・
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
等
の
再
編
と
設
置
〔
項
は
省
略
〕 

 

　
　

第
4
節
　

中
期
目
標
・
中
期
計
画 

 

　
　
　

（
1
）
第
1
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定
と
実
行 

 

　
　
　

（
2
）「
5
年
目
評
価
、
10
年
以
内
組
織
見
直
し
」
お
よ
びQ

U
E

ST-M
A

P
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（
3
）
第
2
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定 

 

　
　

第
5
節
　

C 

O 

E
と
大
学
評
価
（
項
は
省
略
） 

 

　
　

第
6
節
　

管
理
運
営
体
制
と
財
政 

 

　
　
　

（
1
）
総
長
選
考
会
議
の
設
置
　

（
2
）
役
員
会
・
経
営
協
議
会
・
教
育
研
究
評
議
会
　

（
3
）「
三
位
一
体
の
改
革
」
　

　
　
　

（
4
）
事
務
局
の
再
編
　

（
5
）
法
人
化
後
の
大
学
財
政 

 

　

本
稿
が
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
き
た
沿
革
史
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
大
学
改
革
と
国
立
大
学
法
人
化
は
、
同
じ
章
の
中
か
、
章
は

分
か
れ
て
い
て
も
そ
の
上
の
同
じ
編
や
部
の
中
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
大
学
改
革
の

延
長
上
に
国
立
大
学
法
人
を
捉
え
る
強
い
視
点
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
結
節
点
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
一
九
九
八
年
の
大
学
審
議
会
答

申
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。『
奈
良
女
子
大
学
百
年
史
』
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
大
学
改

革
と
法
人
化
の
章
を
完
全
に
分
け
て
い
る
（
同
書
で
は
章
の
上
の
編
や
部
は
置
か
れ
て
い
な
い
）
が
、
そ
れ
で
も
法
人
化
の
前
の
章
で

こ
の
答
申
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
た
。 

 

　

こ
れ
に
対
し
本
書
で
は
、
こ
の
答
申
は
第
13
編
第
1
章
第
1
節
第
2
項
の
中
で
言
及
さ
れ
る
が
、
本
書
の
頁
数
を
考
え
る
と
そ
れ
ほ

ど
重
き
を
置
か
れ
て
い
な
い
印
象
も
受
け
る
。
一
方
で
こ
の
答
申
を
受
け
た
一
九
九
九
年
の
国
立
学
校
設
置
法
改
正
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
運
営
諮
問
会
議
に
つ
い
て
は
、
第
12
編
第
6
章
「
管
理
・
運
営
体
制
の
改
革
」
の
中
で
、
む
し
ろ
一
九
九
二
年
の
「
九
州
大
学
に
お

け
る
大
学
改
革
の
基
本
構
想
」
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

）
24
（

。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
書
で
は
第
12
編
と
第
13
編
の
関

係
性
が
や
や
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

　

さ
て
、
第
13
編
で
あ
る
が
、
第
1
章
で
は
政
府
の
行
財
政
改
革
に
お
い
て
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
か
ら
、
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最
終
的
に
国
立
大
学
法
人
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
が
一
九
頁
に
わ
た
っ
て
詳
述
さ
れ
、
読
み
応
え
が
あ
る
。
た
だ
、
九
州
大
学

の
動
き
、
特
に
学
内
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
第
2
節
第
1
項
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
の
頁
数
に
比

し
て
九
州
大
学
に
即
し
た
記
述
は
意
外
に
少
な
く
、
中
央
の
動
き
の
叙
述
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。 

 

　

第
2
章
で
は
、
法
人
化
に
伴
う
国
立
大
学
統
合
再
編
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
九
州
大
学
と
九
州
芸
術
工
科
大

学
の
統
合
が
実
現
し
、
後
者
が
九
州
大
学
の
芸
術
工
学
府
・
芸
術
工
学
研
究
院
・
芸
術
工
学
部
と
な
っ
た
こ
と
が
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る

）
25
（

。
こ
れ
は
前
章
で
取
り
上
げ
た
『
神
戸
大
学
百
年
史
』
と
共
通
し
て
い
る
。 

 

　

九
州
大
学
に
お
け
る
法
人
化
に
関
す
る
学
内
の
検
討
が
ま
と
ま
っ
て
述
べ
ら
れ
る
の
は
、第
3
章
第
1
節
第
1
項
（
六
頁
）
で
あ
る
。

そ
の
検
討
の
場
と
な
っ
た
将
来
計
画
委
員
会
企
画
専
門
委
員
会
の
下
に
置
か
れ
た
「
法
人
化
移
行
に
関
す
る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
の
体
制
を
述
べ
た
う
え
で
、
そ
の
検
討
内
容
が
叙
述
さ
れ
る
が
、
そ
の
小
見
出
し
は
「
附
置
研
究
所
・
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
」

「
教
職
員
人
事
制
度
の
見
直
し
」「
法
人
化
後
の
授
業
料
等
の
検
討
」
の
三
つ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

　

次
の
第
3
章
第
1
節
第
2
項
は
、「
国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足
」「
4 

― 

2 

― 

4
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
二
小
見
出
し
か
ら

な
る
が
、前
者
は
国
立
大
学
法
人
の
特
徴
に
つ
い
て
略
述
す
る
に
と
ど
ま
り
、後
者
で
は
法
人
化
と
同
時
に
就
任
し
た
総
長
に
よ
る
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
印
象
が
あ
る
。 

 

　

第
3
章
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
4
節
で
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定
と
実
行
過
程
に
つ
い
て
詳
述
し
た
う
え
、
第
二
期
の
策
定

ま
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
が
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
沿
革
史
の
中
で
は
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
つ

い
て
最
も
詳
し
い
叙
述
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
期
に
編
ま
れ
た
沿
革
史
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
記
述
が
可
能
に
な
っ
た
と
も
い

え
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
前
述
の
よ
う
に
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
に
お
け
る
名
古
屋
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
記
述
は
不
十

分
で
あ
っ
た
。 
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そ
し
て
最
後
の
第
3
章
第
6
節
に
お
い
て
、
九
州
大
学
の
運
営
体
制
に
つ
い
て
、
法
人
化
に
よ
る
変
化
や
、
九
州
大
学
独
自
の
「
三

位
一
体
の
改
革
」
を
は
じ
め
と
す
る
法
人
化
後
数
年
間
の
改
革
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
第
5
項
の
「
法
人
化
の
大
学
財
政
」

に
つ
い
て
は
、
一
頁
余
り
の
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
の
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
は
、
多
く
の
頁
を
割
い
て
充
実
し
て
お
り
、
法
人
化
に
至
る
中
央
の
動
き
や
、
統

合
再
編
問
題
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
叙
述
な
ど
、
見
る
べ
き
特
徴
を
い
く
つ
か
備
え
て
い
る
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
構
成
の
問
題

も
あ
り
、
法
人
化
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
分
か
り
づ
ら
い
印
象
も
受
け
る
。
こ
れ
は
、
大
著
で
あ
る
が
ゆ
え
の
困
難
と
も
い
え
、
名
古

屋
大
学
一
〇
〇
年
史
で
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 （
二
）『
熊
本
大
学
六
十
年
史
』（
二
〇
一
四
年
） 

 

　

熊
本
大
学
は
、
総
合
大
学
と
し
て
は
一
九
四
九
年
に
設
置
さ
れ
た
が
、
国
立
大
学
と
し
て
は
一
九
二
九
年
設
置
の
熊
本
医
科
大
学
を

前
身
と
し
、
さ
ら
に
数
少
な
い
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
一
八
八
七
年
設
置
の
第
五
高
等
学
校
、
一
九
〇
六
年
設
置
の
熊
本
高
等
工

業
学
校
、
一
九
二
五
年
設
置
（
私
立
か
ら
官
立
移
管
）
の
熊
本
薬
学
専
門
学
校
と
い
っ
た
、
戦
前
の
複
数
の
国
立
高
等
教
育
機
関
を
も

前
身
校
と
し
て
い
る
。  

一
九
四
九
年
を
創
立
年
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
五
〇
周
年
に
あ
た
る
一
九
九
九
年
の
時
期
に
は
、
一
九
八
〇

年
に
一
二
六
三
頁
に
及
ぶ
熊
本
大
学
三
〇
年
史
編
集
委
員
会
編
『
熊
本
大
学
三
十
年
史
』（
熊
本
大
学
発
行
）
を
刊
行
し
て
い
た
た
め
か
、

本
格
的
な
沿
革
史
を
刊
行
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
法
人
化
後
に
全
学
的
な
六
〇
周
年
記
念
事
業
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

『
熊
本
大
学
六
十
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

）
26
（

。 

 

　

『
熊
本
大
学
六
十
年
史
』（
い
ず
れ
も
熊
本
大
学
六
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
、熊
本
大
学
発
行
）
は
、二
〇
一
一
年
に
写
真
集
（
二
〇
六
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頁
）、
二
〇
一
二
年
に
部
局
史
編
（
一
二
六
三
頁
）
を
刊
行
し
た
後
、
二
〇
一
四
年
の
通
史
編
（
八
三
九
頁
）
の
刊
行
を
も
っ
て
完
結

し
た

）
27
（

。
通
史
と
部
局
史
を
合
わ
せ
る
と
二
一
〇
〇
頁
に
達
す
る
。
し
か
も
A
四
判
で
一
頁
が
一
六
〇
〇
字
で
あ
る
。
通
史
篇
と
部
局
史

篇
を
ま
と
め
て
一
冊
に
な
っ
て
い
た
『
熊
本
大
学
三
十
年
史
』
で
は
通
史
篇
は
三
〇
〇
頁
弱
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
今
回
は
通
史

が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

　

『
熊
本
大
学
六
十
年
史
』
通
史
編
（
以
下
、本
節
で
は
「
本
書
」
と
す
る
）
は
、大
き
く
は
本
編
（
五
九
八
頁
）
と
特
論
（
二
〇
一
頁
）

に
分
か
れ
る
。
本
編
は
時
系
列
的
に
叙
述
し
、
特
論
で
は
分
野
別
に
長
期
的
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る

）
28
（

。
こ
れ
は
本
稿
の
第
二
章

第
一
節
で
取
り
上
げ
た
『
東
北
大
学
百
年
史
』
に
類
似
し
た
構
成
で
あ
る
。
頁
数
の
多
い
沿
革
史
で
は
、
時
系
列
の
叙
述
の
み
で
一
貫

す
る
と
、
ど
う
し
て
も
内
容
が
煩
雑
に
な
っ
て
話
が
追
い
づ
ら
い
傾
向
が
あ
る
の
で
、
有
効
な
方
法
か
も
し
れ
な
い
。 

 

　

本
編
の
構
成
は
、
第
1
編
「
文
教
の
地
・
熊
本
の
歴
史
と
風
土
」（
九
二
頁
、
前
身
諸
校
の
歴
史
）、
第
2
編
「
熊
本
大
学
の
誕
生
」

（
一
一
六
頁
）、
第
3
編
「
熊
本
大
学
の
成
長
」（
九
二
頁
）、
第
4
編
「
大
学
の
「
多
角
化
」
と
熊
本
大
学
」（
八
三
頁
）、
第
5
編
「
大

学
設
置
基
準
の
大
綱
化
と
熊
本
大
学
」（
六
四
頁
）、
第
6
編
「
国
立
大
学
法
人
化
と
熊
本
大
学
」（
一
一
六
頁
）、
第
7
編
「
熊
本
大
学

の
現
在
と
将
来
展
望
」（
三
三
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
頁
数
の
配
分
と
し
て
は
、『
熊
本
大
学
三
十
年
史
』
刊
行
の
前
と
後
の
歴
史
に
お

お
む
ね
半
分
ず
つ
を
充
て
て
い
る
。 

 

　

「
法
人
化
」
を
冠
し
た
編
や
部
、
章
が
通
史
の
最
後
に
来
て
い
な
い
点
は
、
前
節
の
『
九
州
大
学
百
年
史
』
と
同
じ
だ
が
、
本
書
で

は
法
人
化
の
編
の
後
に
来
て
い
る
の
は
現
在
と
将
来
展
望
を
述
べ
た
頁
数
の
少
な
い
編
の
み
で
あ
る
。
九
州
大
学
の
場
合
、
法
人
化
後

に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
統
合
移
転
と
い
う
極
め
て
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
刊
行
年
が
本
書
よ
り
三
年
遅
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
本
書
も
、
第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
終
わ
る
二
〇
〇
九
年
ま
で
を
、
あ
る
程
度
時
間
が
経
過
し
て

か
ら
叙
述
し
て
い
る
点
は
、
前
章
ま
で
に
取
り
上
げ
た
沿
革
史
と
は
異
な
っ
て
い
る
。 
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本
書
第
6
編
「
国
立
大
学
法
人
化
と
熊
本
大
学
」（
一
一
六
頁
、
一
頁
一
六
〇
〇
字
）
の
章
・
節
・
項
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

項
の
下
に
も
番
号
を
付
け
た
小
見
出
し
（
号
？
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
省
略
し
た
。 

 

第
1
章
　

国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
の
誕
生 

 

　
　

第
1
節
　

法
人
化
へ
の
胎
動 

 

　
　
　
　

1 

国
立
大
学
法
人
化
の
政
策
動
向
　

2 

法
人
化
に
向
け
た
大
学
戦
略
の
検
討
　

3 

熊
本
大
学
の
法
人
制
度
設
計
　

　
　
　
　

4 

中
期
計
画
の
策
定 

 

　
　

第
2
節
　

国
立
大
学
法
人
発
足
記
念
式
典 

 

　
　

第
3
節
　

法
人
化
後
の
大
学
運
営
組
織 

 

　
　
　
　

1 

組
織
及
び
管
理
運
営
体
系
　

2 

人
事
・
労
務
制
度
　

3 

財
務
・
会
計
制
度
　

4 

目
標
・
評
価
の
導
入 

 

第
2
章
　

法
人
化
を
見
据
え
た
教
育
・
研
究
組
織
の
構
築 

 

　
　

第
1
節
　

教
育
・
研
究
組
織
改
編
の
進
展 

 

　
　

第
2
節
　

各
学
部
に
お
け
る
学
科
再
編
成 

 

　
　

第
3
節
　

各
研
究
科
の
再
編
成 

 

　
　

第
4
節
　

新
研
究
科
設
置 

 

　
　
　
　

1 

社
会
文
化
科
学
研
究
科
博
士
課
程
　

2 

法
科
大
学
院
（
法
曹
養
成
研
究
科
）
の
設
置 

 

　
　

第
5
節
　

医
学
部
保
健
学
科
の
発
足 

 

　
　

第
6
節
　

高
度
情
報
通
信
社
会
へ
の
対
応 
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1 

熊
本
大
学
情
報
化
委
員
会
の
設
置
　

2 

「
総
合
情
報
環
」
構
想
の
策
定 

 

　
　

第
7
節
　

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
育
の
推
進 

 

　
　
　
　

1 

全
国
初
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
大
学
院
設
置
　

2 

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
機
構
の
設
置 

 

第
3
章
　

戦
略
的
な
諸
施
策
の
展
開 

 

　
　

第
1
節
　

「
連
携
」
の
時
代
へ 

 

　
　
　
　

1 

地
域
連
携
・
国
際
連
携
の
展
開
　

2 

国
際
交
流
　

3 

同
窓
会
と
大
学
支
援 

 

　
　

第
2
節
　

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築 

 

　
　
　
　

1 

「
熊
大
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
を
目
指
し
て
　

2 

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
プ
ラ
ン
の
策
定 

 

　
　

第
3
節
　

熊
本
大
学
六
〇
周
年
記
念
事
業 

 

　

一
九
九
〇
年
代
の
大
学
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
5
編
「
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
と
熊
本
大
学
」
に
お
い
て
述
べ
、
法
人
化
に
関
わ

る
叙
述
は
別
に
編
を
立
て
て
一
九
九
〇
年
代
終
わ
り
の
政
府
の
行
政
改
革
か
ら
話
を
始
め
て
い
る
の
は
、前
節
の
『
九
州
大
学
百
年
史
』

と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
本
書
で
は
、
第
5
編
第
2
章
第
1
節
「
運
営
機
構
の
見
直
し
」
に
お
い
て
、
一
九
九
八
年
の
大
学
審
議
会
答
申

「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」を
契
機
と
す
る
熊
本
大
学
の
運
営
改
革
に
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
。な
お
、

運
営
諮
問
会
議
に
つ
い
て
も
、
同
章
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
第
5
編
は
内
容
が
大
学
運
営
の
改
革
に
内
容
が
特
化
さ

れ
て
お
り
、
学
生
生
活
や
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
た
め
、
第
6
編
へ
の
連
続
性
が
よ
く
分
か
る
面
も
あ
ろ
う
。 

 

　

そ
し
て
第
6
編
で
あ
る
が
、
ま
ず
第
1
章
第
1
節
第
1
項
に
お
い
て
法
人
化
ま
で
の
政
府
や
文
科
省
、
国
立
大
学
協
会
等
の
動
き
が

一
〇
頁
余
り
に
わ
た
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
法
人
化
を
め
ぐ
る
中
央
の
状
況
に
特
化
し
て
説
明
す
る
項
目
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を
設
け
る
こ
と
は
、
法
人
化
後
の
本
格
的
な
沿
革
史
に
お
い
て
定
着
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
2
項
以
降
は
、
法
人
化
ま
で
の
学
内

で
の
検
討
に
つ
い
て
さ
ら
に
二
〇
頁
を
費
や
し
て
い
る
。
第
2
項
で
は
、
当
時
の
執
行
部
や
後
の
執
行
部
に
入
る
教
員
た
ち
か
ら
な
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
集
中
的
な
検
討
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
と
い
う
早
い
時
期
に
、
法
人
化
後
の
中
期
計
画
、
年
度
計

画
に
相
当
す
る
も
の
が
報
告
書
と
し
て
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
、
同
報
告
書
の
根
幹
部
分
の
表
が
五
頁
に
わ
た
っ
て
転
載
さ

れ
て
い
る
。
第
3
項
で
は
、
法
人
制
度
設
計
委
員
会
に
よ
る
検
討
内
容
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
法
人
化
に
向
け
て

の
学
内
で
の
詳
細
な
動
き
が
、
詳
細
な
表
に
ま
と
め
て
手
際
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
点
も
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
編
さ
ん
の
参
考
と
な

ろ
う
。
熊
本
大
学
の
国
立
大
学
法
人
発
足
記
念
式
典
を
取
り
上
げ
た
第
2
節
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
式
典
の
際
の
学
長
の
挨
拶
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
報
告
書
や
こ
の
挨
拶
は
、
本
来
な
ら
資
料
編
に
載
せ
る
べ
き
も
の
で
、
通
史
編
と
し
て
は
叙
述
に
や

や
ス
ム
ー
ズ
を
欠
く
こ
と
を
否
め
な
い
が
、
資
料
編
が
な
い
た
め
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
3
節
（
一
六
頁
）
で

は
、
法
人
化
に
よ
る
大
学
運
営
体
制
に
つ
い
て
図
表
を
駆
使
し
な
が
ら
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

　

第
2
章
（
二
六
頁
）
は
部
局
の
動
向
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
法
人
化
前
後
の
時
期
に
つ
い
て
、「
法
人
化
を
見
据
え
て
」
と
い
う
の

視
点
に
基
づ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
3
章
（
三
一
頁
）
で
は
、
法
人
化
の
全
学
的
な
政
策
展
開
に
つ
い
て
、
法
人
化
前
の

動
き
に
も
ふ
れ
つ
つ
叙
述
し
て
い
る
。 

 

　

こ
の
よ
う
に
本
書
の
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
は
、
資
料
編
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
載
せ
る
べ
き
も
の
が
本
文
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
読
み
づ
ら
さ
は
多
少
あ
る
も
の
の
、
編
全
体
の
構
成
は
合
理
的
に
整
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
の
編
と
の
関
わ
り
も
含
め
て
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
大
き
な
流
れ
が
読
者
に
理
解
し
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 
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五
　

二
〇
一
九
～
二
〇
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史 

 

　

本
章
で
は
、
二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇
二
三
年
の
五
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
沿
革
史
に
お
け
る
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
に
つ
い

て
検
討
す
る
。 

 

　

こ
の
五
年
間
に
お
け
る
国
立
大
学
の
沿
革
史
（
資
料
編
、
年
表
、
部
局
史
の
み
の
巻
は
除
く
）
の
刊
行
は
、
再
び
大
幅
な
増
加
に
転

じ
て
、
法
人
化
後
の
第
二
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
表
1
か
ら
抽
出
す
る
と
、
帯
広
畜
産
大
学
（
二
〇
二
一
年
）、

北
見
工
業
大
学
（
二
〇
二
一
年
）、
弘
前
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、
岩
手
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、
福
島
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、
埼
玉
大

学
（
二
〇
一
九
年
）、
東
京
外
国
語
大
学
（
二
〇
二
三
年
）、
東
京
学
芸
大
学
（
二
〇
二
三
年
）、
岐
阜
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、
静
岡
大

学
（
二
〇
二
〇
年
）、名
古
屋
大
学
（
二
〇
二
二
年
）、愛
知
教
育
大
学
（
二
〇
二
三
年
）、滋
賀
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、京
都
大
学
（
二
〇
二
二

年
）、
鳥
取
大
学
（
二
〇
二
一
年
）、
島
根
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、
岡
山
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、
広
島
大
学
（
二
〇
二
〇
年
）、
徳
島

大
学
（
二
〇
一
九
年
）、
鳴
門
教
育
大
学
（
二
〇
二
一
年
）、
福
岡
教
育
大
学
（
二
〇
一
九
年
）、
鹿
児
島
大
学
（
二
〇
二
〇
年
）、
琉
球

大
学
（
二
〇
二
〇
年
）、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
（
二
〇
二
二
年
）、
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
二
〇
二
二
年
）
の
二
五
大
学

に
上
る
。 

 

　

た
だ
、
タ
イ
ト
ル
が
「
記
念
誌
」
で
通
史
的
な
歴
史
叙
述
に
費
や
さ
れ
て
い
る
頁
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
中
に
は
純
粋
な

写
真
集
や
ア
ル
バ
ム
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
短
期
特
化
型
で
そ
も
そ
も
法
人
化
前
後
が
対
象
時
期
に
含
ま
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。

さ
ら
に
後
述
の
よ
う
に
、
一
〇
〇
〇
頁
ク
ラ
ス
の
重
厚
な
大
著
で
は
な
い
が
、
し
か
る
べ
き
歴
史
叙
述
を
確
保
し
つ
つ
、
一
般
読
者
に

も
比
較
的
読
み
や
す
い
体
裁
の
沿
革
史
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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 （
一
）『
鹿
児
島
大
学
七
十
年
史
』（
二
〇
二
〇
年
） 

 

　

鹿
児
島
大
学
は
、
他
の
多
く
の
大
学
と
同
様
に
、
創
立
五
〇
周
年
に
あ
た
る
一
九
九
九
年
の
時
期
に
、
七
九
七
頁
か
ら
な
る
鹿
児
島

大
学
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
鹿
児
島
大
学
五
十
年
史
』（
鹿
児
島
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
創

立
七
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、九
三
三
頁
か
ら
な
る
鹿
児
島
大
学
七
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
鹿
児
島
大
学
七
十
年
史
』（
鹿

児
島
大
学
、
二
〇
二
〇
年
）
を
刊
行
し
た
（
以
下
、
本
節
で
は
こ
れ
を
「
本
書
」
と
す
る
）。 

 

　

本
書
は
、全
体
の
構
成
と
し
て
は
「
第
1
部
　

通
史
編
」（
一
八
四
頁
）、「
第
2
部
　

部
局
編
」（
六
八
五
頁
）、そ
し
て
「
資
料
」（
六
〇

頁
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
通
史
編
の
全
体
に
占
め
る
比
重
は
少
な
い
が
、
B
四
判
で
一
頁
一
八
四
五
字
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
本
書
は

「
七
十
年
史
」
を
掲
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
項
目
に
よ
っ
て
差
は
あ
れ
創
立
五
〇
年
ま
で
の
記
述
は
か
な
り
少
な
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

二
〇
〇
〇
年
以
降
を
中
心
と
す
る
沿
革
史
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

）
29
（

、
法
人
化
期
の
叙
述
に
あ
る
程
度
の
字
数
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

本
書
の
第
1
部
の
章
・
節
・
項
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
項
よ
り
下
の
項
目
は
省
略
）。
本
書
は
、
項
よ
り
下
に
、
番

号
の
つ
い
た
項
目
が
二
段
階
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
番
号
の
な
い
小
見
出
し
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
項
ま
で
の

目
次
で
は
な
か
な
か
分
か
り
づ
ら
い
面
は
あ
る
（
実
際
の
本
書
の
目
次
に
は
、
項
の
一
段
階
下
の
項
目
ま
で
載
っ
て
い
る
）。 

 

第
1
章
　

教
育
研
究
体
制
の
変
遷 

 

　
　

第
1
節
　

教
育
体
制 

 

　
　
　
　

第
1
項
　

前
史
～
一
九
九
九
年
　

第
2
項
　

二
〇
〇
〇
年
～
現
在 

 

　
　

第
2
節
　

研
究
体
制 
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第
1
項
　

前
史
～
一
九
九
九
年
（
創
立
五
〇
周
年
ま
で
の
あ
ゆ
み
）
　

第
2
項
　

二
〇
〇
〇
年
～
現
在 

 

第
2
章
　

地
域
連
携
・
国
際
交
流
の
変
遷 

 

　
　

第
1
節
　

地
域
連
携 

 

　
　
　
　

第
1
項
　

創
立
五
〇
周
年
ま
で
の
あ
ゆ
み
　

第
2
項
　

法
人
化
の
二
〇
年 

 

　
　

第
2
節
　

国
際
交
流 

 

　
　
　
　

第
1
項
　

前
史
～
一
九
九
九
年
　

第
2
項
　

二
〇
〇
〇
年
～
現
在 

 

第
3
章
　

管
理
・
運
営
の
変
遷 

 

　
　

第
1
節
　

管
理
（
組
織
中
心
） 

 

　
　
　
　

第
1
項
　

法
人
化
に
伴
う
審
議
機
関
等
の
変
化
　

第
2
項
　

事
務
組
織 

 

　
　

第
2
節
　

運
営
（
財
政
中
心
） 

 

　
　
　
　

第
1
項
　

財
政
状
況
　

第
2
項
　

概
算
要
求
及
び
予
算
配
分
　

第
3
項
　

会
計
制
度
　

第
4
項
　

施
設
整
備
等 

 

第
4
章
　

学
生
生
活
と
課
外
活
動
〔
項
省
略
〕 

 

　
　

第
1
節
　

経
済
支
援
　

第
2
節
　

学
生
表
彰
　

第
3
節
　

修
学
・
生
活
・
就
職
支
援 

 

　
　

第
4
節
　

福
利
厚
生
　

第
5
節
　

課
外
活
動
等
支
援 

 

第
5
章
　

自
己
評
価
に
対
す
る
取
組 

 

　
　

第
1
節
　

前
史
か
ら
国
立
大
学
法
人
ま
で
（
第
1
項
「
自
己
評
価
に
対
す
る
取
組
」
の
み
） 

 

　
　

第
2
節
　

国
立
大
学
法
人
か
ら
現
在
（
第
1
項
「
国
立
大
学
法
人
化
に
伴
う
大
学
評
価
の
取
組
」
の
み
） 

 

第
6
章
　

創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
〔
節
な
し
、
項
省
略
〕 
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第
1
章
、
第
2
章
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
ま
で
と
二
〇
〇
〇
年
以
降
と
い
う
形
で
時
期
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、

創
立
五
〇
年
ま
で
と
そ
れ
以
降
と
い
う
形
式
的
な
区
分
に
す
ぎ
な
い
。
項
よ
り
下
の
項
目
に
「
法
人
化
」
を
掲
げ
る
場
合
や
、
あ
る
い

は
中
期
目
標
期
間
ご
と
に
項
目
を
立
て
る
ケ
ー
ス
、あ
る
い
は
法
人
化
を
一
つ
の
区
切
り
と
す
る
叙
述
も
見
ら
れ
る
な
ど
様
々
で
あ
る
。

第
4
章
に
は
法
人
化
を
画
期
と
す
る
よ
う
な
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。 

 

　

法
人
化
を
意
識
し
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
第
3
章
と
第
5
章
で
あ
る
。
第
3
章
第
1
節
で
は
、
法
人
化
後
の
大
学
運
営
組
織

に
つ
い
て
八
頁
を
割
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
い
も
の
で
は
な
く
、
二
頁
半
は
現
状
の
事
務
組
織
図
で
あ
る
。
ま
た
、
法
人
化
ま

で
の
時
期
に
お
け
る
鹿
児
島
大
学
の
動
き
や
学
内
で
の
検
討
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
第
2
節
で
は
、
主
に
法
人
化
後
の
大

学
財
政
に
一
〇
頁
が
割
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
書
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
財
政
問
題
は
、
読
者
に
分
か
り
や
す
い
叙
述
が
難
し
い
こ
と

は
確
か
だ
が
、
法
人
化
後
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
十
分
な
紙
幅
が
確
保
さ
れ
て
い
る
沿
革
史
で
は
相
応
の

頁
を
割
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

　

第
5
章
は
、
タ
イ
ト
ル
は
「
自
己
評
価
に
対
す
る
取
組
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
自
己
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
法
人
化
後
に
つ
い
て
は

様
々
な
大
学
評
価
に
つ
い
て
一
二
頁
に
わ
た
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
中
期
目
標
に
つ
い
て
も
、第
三
期
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

法
人
化
前
の
一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
大
学
運
営
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
「
評
価
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
長
期
的
に
論
じ

た
章
を
設
け
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

　

ま
た
、
法
人
化
と
鹿
児
島
大
学
の
関
係
で
い
え
ば
、
本
書
の
巻
頭
に
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
に
在
任
し
た
四
人
の
学
長

の
「
回
顧
」（
一
人
二
頁
程
度
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
法
人
化
直
前
ま
で
六
年
間
在
任
し
た
学
長
の
回
顧
は
、

法
人
化
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
、
当
時
の
鹿
児
島
大
学
の
動
き
が
生
々
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
個
人
の
回
顧
と
い
う
扱
い

だ
か
ら
こ
そ
書
け
た
部
分
も
あ
り
、
あ
る
い
は
歴
史
資
料
と
し
て
残
す
べ
き
内
容
か
も
し
れ
な
い
。
当
事
者
へ
の
聴
き
取
り
、
オ
ー
ラ
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ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
問
題
と
し
て
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
の
通
史
編
は
随
所
に
特
徴
に
あ
る
記
述
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
法
人
化
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
鹿
児

島
大
学
の
法
人
化
に
つ
い
て
体
系
立
て
て
理
解
す
る
の
が
難
し
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。
ま
た
、
本
書
は
ま
だ
通
史
の
頁

が
確
保
さ
れ
て
い
る
方
だ
が
、
近
年
の
国
立
大
学
の
沿
革
史
に
は
、
全
体
の
大
部
分
が
部
局
史
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
全
学
的
な
観
点

か
ら
歴
史
を
叙
述
す
る
通
史
の
頁
が
き
わ
め
て
少
な
い
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
法
人
化
後
の
国
立
大
学
が
、
良

い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
部
局
の
連
合
体
と
し
て
の
存
在
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
良
い
傾
向
と
は
言
え
な
い
だ

ろ
う
。 

 （
二
）『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
』（
二
〇
二
二
年
） 

 

　

京
都
大
学
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
総
説
編
一
冊
、
部
局
史
編
三
冊
、
資
料
編
三
冊
、
写
真
集
一
冊
か
ら
な

る
大
規
模
な
沿
革
史
で
あ
る
『
京
都
大
学
百
年
史
』
を
刊
行
し
た
。
総
説
編
（
一
三
四
九
頁
）
の
刊
行
は
一
九
九
八
年
で
あ
り
、
当
然

な
が
ら
法
人
化
ま
で
の
過
程
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
二
〇
二
二
年
に
、
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
通
史
編
と
資
料
編
か
ら
な
る
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
委
員
会
編
『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
。 

 

　

そ
の
体
裁
は
、『
京
都
大
学
百
年
史
』
と
は
大
き
く
異
な
る
。
部
局
史
編
は
な
く
、
通
史
編
に
つ
い
て
も
、
一
二
五
年
の
歴
史
を
一

通
り
叙
述
し
な
が
ら
も
頁
数
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
資
料
編
は
、
主
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
を
対
象
と
し
、
法
令
・
規
則
、

構
想
・
方
針
・
ポ
リ
シ
ー
、
総
長
式
辞
、
そ
し
て
各
種
の
基
礎
デ
ー
タ
が
実
に
四
三
〇
〇
頁
に
も
わ
た
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

通
史
編
は
京
都
大
学
学
術
出
版
会
か
ら
出
版
・
一
般
販
売
さ
れ
た
が
（
非
売
品
は
京
都
大
学
発
行
）、
資
料
編
は
電
子
媒
体
の
み
と
し
、
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京
都
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
「K

U
R

E
N

A
I

」
で
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
通
史
編
（
以
下
、
本
節
で
は
「
本
書
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
学
術
的
水
準
を
確
保
し
た
本
格
的

な
歴
史
叙
述
を
行
い
な
が
ら
も
、
京
都
大
学
一
二
五
年
の
通
史
を
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
に
、
な
お
か
つ
読
み
や
す
い
文
体
で
ま
と
め
て

い
る
。
こ
の
点
は
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』に
類
似
し
て
い
る

）
30
（

。
字
数
的
に
も
、本
書
は
一
頁
九
三
一
頁
で
四
五
二
頁（
参
考
文
献
一
覧
、

索
引
除
く
）、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
は
一
頁
七
八
〇
字
で
五
四
〇
頁
（
参
考
文
献
、
年
表
等
除
く
）
と
近
い
。
た
だ
し
、
本
書
は
本

文
に
非
常
に
多
く
の
註
番
号
を
挿
入
し
、
章
ご
と
に
註
の
頁
を
設
け
て
本
文
の
記
述
の
典
拠
史
料
を
逐
一
明
示
す
る
論
文
形
式
を
と
っ

て
い
る
の
に
対
し
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
典
拠
史
料
を
各
巻
の
末
尾
に
章
ご
と
に
列
挙
し
、
本
文
に
は
原
則
と
し
て
典
拠
史

料
は
明
示
し
て
い
な
い

）
31
（

。
本
書
は
註
に
か
な
り
の
頁
を
割
い
て
い
る
分
、ま
た
写
真
や
図
表
を
本
文
に
埋
め
込
む
形
を
取
っ
て
い
る
分
、

本
文
の
純
粋
な
頁
数
は
『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
よ
り
少
な
い
。 

 

　

叙
述
の
範
囲
は
、『
京
都
大
学
百
年
史
』
で
は
一
八
九
七
年
の
京
都
帝
国
大
学
創
立
前
の
前
身
学
校
の
動
向
に
つ
い
て
も
一
〇
〇
頁

余
り
が
割
か
れ
て
い
た
が
、本
書
は
文
字
通
り
京
都
帝
国
大
学
創
立
以
来
の
一
二
五
年
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
年
代
に
よ
る
配
分
は
、

第
一
編
「
京
都
帝
国
大
学
」（
創
立
か
ら
一
九
四
五
年
）
が
一
九
八
頁
、第
二
編
「
京
都
大
学
」（
一
九
四
六
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
）

が
二
〇
〇
頁
、
第
三
編
「
国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
」（
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
二
二
年
ま
で
）
が
四
九
頁
と
な
っ
て
い
る
。
各
年
代

に
お
お
む
ね
ま
ん
べ
ん
な
く
頁
が
配
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う

）
32
（

。 

 

　

法
人
化
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
章
は
、
第
二
編
第
四
章
「
改
革
期
」（
五
二
頁
）
と
第
三
編
第
一
章
「
法
人
化
」（
二
九
頁
）
で

あ
る
。
そ
の
二
章
の
節
・
小
見
出
し
の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 
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第
二
編
第
四
章
　

改
革
期 

 

　
　
　

一
九
九
一
～
二
〇
〇
三
年
の
概
観 

 

　

第
一
節
　

大
学
改
革
（
一
） 

　

 

　
　

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
／
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
と
総
合
人
間
部
／
教
養
教
育
／
独
立
研
究
科
と
大
学
院
重
点
化
／

　
　
　

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設
置
・
改
編
／
自
己
点
検
・
評
価
／
創
立
百
周
年
記
念
事
業 

　

 

第
二
節
　

大
学
改
革
（
二
） 

　

 

　
　

法
人
化
の
動
き
／
管
理
運
営
制
度
の
改
編
／
桂
キ
ャ
ン
パ
ス
／
基
本
理
念
・
環
境
憲
章
／
二
一
世
紀
C 

O 

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

　
　
　

国
際
交
流
／
社
会
連
携
と
広
報
／
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備 

 

第
三
編
第
一
章
　

法
人
化 

　

 

第
一
節
　

各
種
体
制
整
備 

　

 

　
　

国
立
大
学
法
人
法
／
中
期
目
標
・
中
期
計
画
／
専
門
職
大
学
院
／
社
会
連
携
と
広
報
／
男
女
共
同
参
画
／

　
　
　

研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設
置
・
改
編 

 

　

第
二
節
　

諸
改
革
の
実
施 

　

 

　
　

総
長
選
考
／
先
端
的
研
究
拠
点
／
入
試
改
革
／
教
養
・
共
通
教
育
／
白
眉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

　
　
　

博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
国
際
戦
略
の
策
定 

 

　

第
二
編
第
四
章
第
一
節
で
は
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
を
受
け
て
行
わ
れ
た
諸
改
革
や
大
学
院
重
点
化
と
い
っ
た
、
一
九
九
〇
年
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代
か
ら
法
人
化
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
第
一
期
大
学
改
革
と
も
言
え
る
事
項
、
及
び
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
や
改
編
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て

い
る
。
同
第
二
節
で
は
、
大
学
審
議
会
答
申
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」
や
国
立
学
校
設
置
法
改
正
を
受

け
て
の
諸
改
革
や
法
人
化
問
題
な
ど
同
時
期
に
お
け
る
第
二
期
大
学
改
革
と
も
言
え
る
事
項
、
及
び
全
学
的
な
諸
施
策
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
法
人
化
に
直
接
か
か
わ
る
の
は
第
二
節
で
あ
る
。 

 

　

第
二
節
で
は
、
ま
ず
小
見
出
し
「
法
人
化
の
動
き
」
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
法
人
化
ま
で
の
中
央
の
動
き
に
つ
い
て

詳
述
さ
れ
る
（
註
を
除
く
本
文
の
み
で
六
頁
程
度
）。
た
だ
京
都
大
学
独
自
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
大
学
審
議
会
答
申
や
国
立
学
校
設

置
法
改
正
を
受
け
て
の
対
応
（
小
見
出
し
「
管
理
運
営
機
構
の
改
編
」）、
あ
る
い
は
大
学
の
理
念
の
確
立
（
小
見
出
し
「
基
本
理
念
・

環
境
憲
章
」）に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
る
が
、そ
れ
以
外
の
大
学
の
動
き
や
学
内
で
の
検
討
に
つ
い
て
の
叙
述
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、

本
書
は
全
体
と
し
て
本
文
の
頁
数
や
字
数
を
抑
え
て
い
る
こ
と
と
、『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
の
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
重
点

的
に
頁
数
を
配
分
す
る
方
針
を
取
っ
て
い
な
い
た
め
、
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
資
料
編
に
は
、
当
該
時
期
の
詳
細

な
年
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

　

第
三
編
第
一
章
で
は
、
法
人
化
後
の
京
都
大
学
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
法
人
化
に
伴
う
運
営
体
制
の
変
化
を
直
接
的

に
述
べ
て
い
る
の
は
、
第
一
節
の
小
見
出
し
「
国
立
大
学
法
人
法
」、「
中
期
目
標
・
中
期
計
画
」、「
社
会
連
携
と
広
報
」、
第
二
節
の

小
見
出
し「
総
長
選
考
」に
限
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
以
外
の
小
見
出
し
も
広
義
に
は
法
人
化
の
影
響
を
受
け
て
の
事
項
で
は
あ
る
。

た
だ
本
章
の
記
述
は
、
二
〇
一
四
年
あ
た
り
ま
で
と
、
法
人
化
後
の
約
一
〇
年
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め

）
33
（

、
法
人
化
を
直
接
的
に
論
じ

る
に
は
制
約
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
つ
い
て
小
見
出
し
を
割
い
て
い
る
点
が
目
を

引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
編
に
は
第
二
章
「
現
在
」
が
あ
り
、
二
〇
一
四
年
あ
た
り
か
ら
後
の
重
要
事
項
を
述
べ
て
、
本
書

の
叙
述
は
終
わ
っ
て
い
る
。
法
人
化
を
実
質
的
な
終
点
と
し
な
い
こ
と
は
、
法
人
化
後
一
定
の
時
間
が
経
過
し
て
編
さ
ん
さ
れ
た
沿
革
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史
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

　

最
後
に
、
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
に
向
け
て
の
、
法
人
化
に
関
わ
る
叙
述
の
課
題
を
ま
と
め
て
結
び
と
す
る
。
そ
の
多
く
は
、『
名

古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
頁
数
の
制
約
な
ど
の
理
由
で
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

　

ま
ず
法
人
化
ま
で
の
過
程
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
大
学
の
動
き
と
の
連
動
性
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
も
、
中
央
の
動

き
に
特
化
し
た
項
目
を
設
け
て
相
当
の
頁
数
を
割
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
名
古
屋
大
学
の
法
人
化
に
対
す
る
意
思
表
示
の
問
題
、
松

尾
稔
総
長
等
の
動
き
を
含
め
た
国
立
大
学
協
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
叙
述
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
関
係
者
か

ら
の
聴
き
取
り
を
今
の
う
ち
に
お
こ
な
っ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る

）
34
（

。
合
わ
せ
て
松
尾
総
長
等
の
言
説
や
そ
の
変
遷
に
も
注
目
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
組
織
改
革
検
討
委
員
会
で
の
議
論
の
内
容
、
特
に
法
人
化
が
定
ま
っ
た
段
階
以
降
の
、
法
人
化
の
制
度
設
計
を
め

ぐ
る
検
討
の
内
容
へ
の
言
及
も
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
国
立
大
学
間
の
統
合
再
編
問
題
に
つ
い
て
も
、
実
現
し
た
大
学
ほ
ど

は
必
要
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
相
応
の
叙
述
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
大
学
執
行
部
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

に
批
判
的
な
立
場
か
ら
の
歴
史
叙
述
に
も
一
定
の
頁
を
充
て
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 

　

次
に
法
人
化
に
よ
る
変
化
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
特
に
第
一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
取
り
扱
い
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も

ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
後
の
章
で
は
第
二
期
以
降
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
と
の
関
連
性
も
問
題
に
な

る
。
ま
た
財
政
に
つ
い
て
も
、
法
人
化
後
の
大
学
運
営
の
変
化
を
示
す
重
要
な
事
項
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
沿
革
史
で
は
、
資
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料
編
で
詳
細
な
デ
ー
タ
を
載
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、そ
れ
を
読
者
に
分
か
り
や
す
く
叙
述
し
て
い
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

財
務
に
関
す
る
専
門
家
で
な
け
れ
ば
難
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
あ
た
り
へ
の
目
配
り
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
法
人
化
後

の
大
学
運
営
の
特
徴
を
示
す
重
要
事
項
と
し
て
、
教
職
員
の
身
分
や
労
働
環
境
の
変
化
に
も
言
及
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
法
人
化
に
よ
っ
て
何
が
可
能
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
外
部
機
関
と
の
関
係
性
の
あ
り
方
な
ど
を
含
め

て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

　

次
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
大
学
改
革
と
法
人
化
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
教
養
部
改
革
や
大
学
院
重
点
化
な
ど
の
一
九
九
〇
年
代
前
半
か
ら
の
諸
改
革
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
大
学
審
議
会

答
申
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」
や
国
立
学
校
設
置
法
改
正
に
よ
る
諸
改
革
、
そ
し
て
政
府
の
行
政
財
改

革
の
一
環
と
し
て
の
独
立
行
政
法
人
化
論
か
ら
国
立
大
学
法
人
の
成
立
と
い
う
帰
結
を
、
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
て
叙
述
す
る
の
か
と

い
う
問
題
に
、
法
人
化
後
の
沿
革
史
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
十
分
な
頁
数
が
割
け
る
で
あ
ろ
う
名
古
屋

大
学
一
〇
〇
年
史
で
は
、
そ
の
あ
た
り
の
構
成
が
さ
ら
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
、
日
本
社
会

全
体
の
、
ひ
い
て
は
世
界
史
的
な
視
点
か
ら
法
人
化
を
捉
え
る
叙
述
も
求
め
ら
れ
よ
う
。 

 

　

ま
た
、
法
人
化
に
関
わ
る
事
項
は
多
岐
に
渡
る
た
め
、
特
に
多
く
紙
幅
が
許
さ
れ
た
沿
革
史
に
あ
っ
て
は
、
全
体
を
貫
く
ス
ト
ー
リ
ー

が
理
解
し
づ
ら
く
な
る
の
は
避
け
が
た
い
面
が
あ
る
。
そ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、『
神
戸
大
学
百
年
史
』
の
よ
う
な
、
相
当
な
頁
数
を

割
い
た
総
論
が
有
効
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
法
人
化
を
描
く
に
は
通
史
の
必
要
性
を
と
り
わ
け
強
く
感
じ
る
。
部
局
史
の
集
合
と

し
て
で
は
、
法
人
化
を
描
く
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る

）
35
（

。 

 

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
法
人
化
の
歴
史
叙
述
に
ど
の
よ
う
な
史
料
を
使
う
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
論
及
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
名
古
屋
大
学
一
〇
〇
年
史
に
は
、『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
が
構
想
し
な
が
ら
果
た
せ
な
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か
っ
た
資
料
編
の
刊
行
が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
必
要
性
や
あ
り
方
に
つ
い
て
も
十
分
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
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表 1：国立大学の沿革史編さん状況（2004 年 4 月以降に刊行されたもの）

タイトル 巻名など 発行年 頁数

小樽商科大学百年史

通史編 2011 1139

学科史・資料
編

2011 641

帯広畜産大学七十年の歩み：帯広畜産大学創立
70 周年記念誌：1941―2011 2011 193

帯広畜産大学創立 80 周年記念誌：帯広畜産大
学 80 年の歩み：1941―2021 2021 40

旭川医科大学 40 年の軌跡：写真集 2018 276

北見工業大学創立 50 周年記念誌：北天に光を
放つ

2010 302

北見工業大学創立 60 周年記念誌 2021 98

弘前大学六十年史：1999 年～ 2009 年 通史・資料編 2009 400

弘前大学七十年史：2009 年―2019 年 通史・資料編 2019 472

岩手大学 70 周年記念アルバム：岩手の“大地”
と“ひと”と共に―10 年のあゆみ

2019 30

東北大学百年史

4　部局史一 2003 917

8　資料一 2004 780

5　部局史二 2005 943

6　部局史三 2006 964

7　部局史四 2006 910

1　通史一 2007 818

2　通史二 2009 773

10　資料三 2009 939

11　資料四 2009 719

9　資料二 2010 771

3　通史三 2010 838

宮城教育大学四十年史
資料集 1 2006 ？

資料集 2 2006 ？

ことだま：福島大学創立 70 周年記念誌：福島
大学の今、そして未来をつづる 70 の物語

2019 97

筑波大学 30 年史年表：1973―2004 2008 271

創基百五十一年筑波大学五十年史
資料編　下巻 2023 1493

図説編 2023 202

図書館情報大学史：25 年の記録 2005 386
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埼玉大学七十年史：五十年史以降、二十年の歩
み

2019 583

東京外国語大学 150 年のあゆみ 2023 395

東京学芸大学 150 年の歩み：1873―2023 2023 237

東京農工大學六〇年史 2011 432

東京工業大学 130 年史
〔本編〕 2011 515

〔別冊〕 2011 ？

お茶の水女子大学法人化 10 年の歩み：創立 140
周年記念

2015 184

国立大学法人電気通信大学 100 周年記念誌 2018 133

技学の躍動：長岡技術科学大学 30 年のあゆみ
と今

2006 398

長岡技術科学大学開学 40 周年記念誌 2016 51

上越教育大学三十周年記念誌 2008 204

富山大学統合 10 周年記念誌：今、そして未来
へ

2015 40

金沢大学創基 150 年史 2012 132

岐阜大学の七十年 2019 126

静岡大学の 10 年　1999―2009 2010 464

静岡大学の 10 年　2009―2019 2020 569

浜松医科大学開学三十周年記念誌 2004 364

浜松医科大学開学四十周年記念誌 2014 298

知と創造の拠点　名古屋大学の歴史　創立 70 周
年（創基 150 周年）

2009 63

名古屋大学の歴史　1871 ～ 2019
上 2022 269

下 2022 302

愛知教育大学創基 150 周年記念誌 2023 94

名古屋工業大学 100 年史：1905―2005 2007 144

豊橋技術科学大学三十年史：確かな礎から未来
へ

2006 201

豊橋技術科学大学四十年史：世界に開かれた技
術科学

2016 312

三重大学のあゆみ：地域とともに：三重大学 60
周年記念誌

2013 111

写真でみる滋賀大学の歴史：滋賀大学創立 70 周
年記念誌

2019 51

滋賀医科大学開学三十周年記念誌 2004 141
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京都大学百二十五年史
通史編 2022 484

資料編 2022 4302

京都工芸繊維大学 60 年の歩み 2009 63

大阪大学外国語学部の歴史：1992 年 9 月―2013
年 11 月：『大阪外国語大学 70 年史』増補

2014 462

兵庫教育大学三十年史 2008 392

神戸大学百年史

通史 1 2002 1035

写真集 2002 197

部局史 2005 1381

通史 2（新制神
戸大学史）

2010 1189

奈良女子大学百年史 2010 1152

和歌山大学の歴史と展望：21 世紀大学論 2017 65

鳥取大学 70 年史 2021 391

国立大学法人島根大学開学 70 周年記念誌 2019 22

岡山大学史

平成 11 年～平
成 21 年

2009 1179

平 成 21 年 - 平
成 31 年

2019 1172

広島大学五十年史

資料編　上 2003 ？

資料編　下 2003 ？

通史編 2007 883

広島大学の 70 年：創立 70 周年記念写真集　
1949 → 2019 2020 25

「志」つなぎ伝える二百年：山口大学創基 200
周年記念誌

2014 303

徳島大学 60 年史 2010 330

徳島大学 70 年史　1949―2019 2019 152

未来の教育を創る：鳴門教育大学創立 30 周年
記念誌

2011 148

明日を拓く：教師教育のリーダー大学としての
自覚と誇り：鳴門教育大学創立 40 周年記念誌

2021 150

香川大学 60 年記念誌：10 年のあゆみ：平成 11
年度―20 年度

2010 335

平成の歩み：福岡教育大学創立七十周年記念誌 2019 154
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九州大学百年史

写真集：1911―
2011 2011 258

第 1 巻　 通 史
編Ⅰ

2017 816

第 2 巻　 通 史
編Ⅱ

2017 842

第 3 巻　 通 史
編Ⅲ

2017 644

第 4 巻　 部 局
史編Ⅰ

2014 ？

第 5 巻　 部 局
史編Ⅱ

2015 ？

第 6 巻　 部 局
史編Ⅲ

2017 ？

第 7 巻　 部 局
史編Ⅳ

2017 ？

第 8 巻　 資 料
編Ⅰ

2014 1021

第 9 巻　 資 料
編Ⅱ

2015 1204

第 10 巻　資料
編Ⅲ

2016 1544

第 11 巻　資料
編Ⅳ

2017 ？

九州工業大学百年史
通史編 2009 905

資料編 2009 1204

統合 10 周年記念誌：佐賀大学の物語 2014 125

熊本大学六十年史

写真集 2011 206

部局史編 2012 1263

通史編 2014 839

別冊　特別座談
学生生活の記憶

2014 41

宮崎大学統合 10 年のあゆみ 2013 70

鹿児島大学七十年史 2020 933

鹿屋体育大学開学三十周年記念誌：身心創造ス
ポーツ科学

2011 122

国立大学法人琉球大学 60 年誌：琉球大学の歴
史

2010 304

琉球大学創立 70 周年記念誌 2020 349
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政策研究大学院大学 25 周年誌 2022 182

総研大 15 周年記念誌：第 2 ステージと法人化 2004 117

修了生名誉教授が語る 20 年：総合研究大学院
大学創立 20 周年記念誌：1988―2008 2008 142

国立大学法人総合研究大学院大学創立 25 周年
記念誌：総研大：1988―2013 2013 116

北陸先端科学技術大学院大学創立 30 周年記念
誌

2022 98

先端無窮：奈良先端科学技術大学院大学創立 20
周年記念史

2012 387

※図書館情報大学は 2002 年に筑波大学と統合。
※大阪外国語大学は 2007 年に大阪大学と統合。
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注 

 （
1
）
国
立
大
学
法
人
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
そ
の
後
の
国
立
大
学
法
人
の
動
向
の
歴
史
を
、総
論
的
・
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、天
野
郁
夫
『
国

立
大
学
・
法
人
化
の
行
方
―
自
立
と
格
差
の
は
ざ
ま
で
―
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）、
大
崎
仁
『
国
立
大
学
法
人
の
形
成
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
一
年
）、

田
中
弘
允
・
佐
藤
博
明
・
田
中
博
人
『
検
証
　

国
立
大
学
法
人
化
と
大
学
の
責
任
―
そ
の
制
定
過
程
と
大
学
自
立
へ
の
構
想
―
』（
東
信
堂
、二
〇
一
八
年
）

な
ど
が
あ
る
。 

 （
2
）
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
〇
年
に
国
立
大
学
の
沿
革
史
刊
行
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、学
校
沿
革
史
研
究
会
『
学
校
沿
革
史
の
研
究
　

総
説
』

（
野
間
教
育
研
究
所
紀
要
第
四
七
集
、
財
団
法
人
野
間
教
育
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
八
二
頁
以
下
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
執
筆
者
は
西
山
伸
）。 

  

　

本
編
（
通
史
及
び
部
局
史
、
た
だ
し
資
料
編
を
除
く
）
が
三
〇
〇
頁
以
上
の
も
の
と
し
て
、
一
九
九
九
年
に
北
海
道
教
育
大
学
、
弘
前
大
学
、
山
形

大
学
、
福
島
大
学
、
埼
玉
大
学
、
千
葉
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、
金
沢
大
学
、
静
岡
大
学
、
三
重
大
学
、
滋
賀
大
学
、
岡
山
大
学
、
山
口
大
学
、
愛
媛

大
学
、
長
崎
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
に
岩
手
大
学
、
茨
城
大
学
、
東
京
外
国
語
大
学
、
新
潟
大
学
、
和
歌
山
大
学
、
徳
島
大
学
、
香
川
大
学
、
鹿
児
島
大

学
、
琉
球
大
学
、
二
〇
〇
一
年
に
金
沢
大
学
（
通
史
編
、
部
局
編
は
一
九
九
九
年
）、
京
都
教
育
大
学
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
鳥
取
大
学
、
島
根
大
学
、

二
〇
〇
二
年
に
富
山
大
学
、
福
井
大
学
、
二
〇
〇
三
年
に
北
海
道
大
学
、
東
京
芸
術
大
学
、
神
戸
大
学
、
高
知
大
学
、
九
州
芸
術
工
科
大
学
、
大
分
大

学
が
、
大
学
沿
革
史
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
五
〇
年
史
で
あ
る 

。

  

　

そ
の
ほ
か
、
一
九
九
八
年
に
京
都
大
学
が
『
京
都
大
学
百
年
史
』
の
総
説
編
を
刊
行
し
て
い
る
。 

 （
3
）
筑
波
大
学
で
は
、『
創
基
百
五
十
一
年
筑
波
大
学
五
十
年
史
』
の
刊
行
が
始
ま
っ
て
お
り
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
史
料
編
（
下
巻
）
が
、
同
年
一
〇
月

に
図
説
編
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
東
京
大
学
で
は
『
東
京
大
学
百
五
十
年
史
』、
北
海
道
大
学
で
は
『
北
海
道
大
学
一
五
〇
年
史
』、
広
島

大
学
で
は
『
広
島
大
学
七
五
年
史
』、
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
は
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
一
五
〇
年
史
』
の
編
さ
ん
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 （
4
）
筆
者
が
勤
務
す
る
東
海
国
立
大
学
機
構
大
学
文
書
資
料
室
は
、
二
〇
一
四
年
度
に
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
か
ら
大
学
本
部
直
属
の
運
営
支
援
組
織

に
改
組
さ
れ
た
が
（
当
時
は
名
古
屋
大
学
大
学
文
書
資
料
室
）、
そ
の
際
、
室
内
に
歴
史
公
文
書
部
門
と
と
も
に
歴
史
資
料
・
大
学
史
編
纂
部
門
（
現

在
は
名
古
屋
大
学
史
資
料
・
編
纂
部
門
）
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
こ
の
改
組
案
を
部
局
長
会
に
諮
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
役
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
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に
は
、
改
組
後
の
三
つ
の
主
な
業
務
内
容
の
一
つ
と
し
て
、「
一
〇
〇
年
史
編
纂
に
む
け
た
全
学
協
力
体
制
の
確
立
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

名
古
屋
大
学
は
二
〇
三
九
年
が
創
立
一
〇
〇
周
年
に
あ
た
る
。 

 （
5
）
同
書
の
編
さ
ん
・
編
集
経
緯
、
全
体
の
構
成
や
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
　

一
八
七
一
～
二
〇
一
九
』
の
編
さ
ん
を
終
え
て
」

（『
東
海
国
立
大
学
機
構
大
学
文
書
資
料
室
紀
要
』
第
三
〇
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
に
詳
し
い
。 

 （
6
）
名
古
屋
大
学
史
編
集
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
通
史
一
、
通
史
二
（
名
古
屋
大
学
、
一
九
九
五
年
）。
部
局
史
と
し
て
は
、
名
古
屋
大
学

史
編
集
委
員
会
編
『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
部
局
史
一
、
部
局
史
二
（
名
古
屋
大
学
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
。 

 （
7
）『
名
古
屋
大
学
五
十
年
史
』
の
基
本
的
な
叙
述
範
囲
は
、
名
古
屋
大
学
創
立
五
〇
周
年
の
年
に
あ
た
る
一
九
八
九
年
ま
で
で
あ
る
。 

 （
8
）
第
11
章
の
原
稿
執
筆
は
、
第
1
節
は
全
て
筆
者
が
、
第
2
節
は
小
見
出
し
「
教
養
教
育
院
の
設
立
」
と
「
高
等
研
究
院
の
設
置
」
は
吉
川
卓
治
（
名

古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
教
授
）
が
、小
見
出
し
「
男
女
共
同
参
画
室
の
設
置
」
は
榊
原
千
鶴
（
名
古
屋
大
学
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

教
授
、
当
時
）
が
担
当
し
、
そ
れ
以
外
は
筆
者
が
執
筆
し
た
。
第
11
章
全
体
の
責
任
者
は
筆
者
で
あ
り
、
節
や
小
見
出
し
の
構
成
も
筆
者
の
意
図
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
12
章
第
1
節
の
原
稿
執
筆
は
全
て
筆
者
に
よ
る
。 

 （
9
）
第
三
章
第
二
節
第
三
項
「
国
立
大
学
法
人
化
準
備
期
の
管
理
運
営
」
で
は
、
一
九
九
五
年
の
大
学
審
議
会
答
申
「
大
学
運
営
の
円
滑
化
に
つ
い
て
」

に
基
づ
い
た
、
副
学
長
の
設
置
（
及
び
そ
れ
に
伴
う
各
種
委
員
会
の
見
直
し
）
と
事
務
局
・
学
生
部
の
一
元
化
（
及
び
事
務
機
構
の
見
直
し
）、
な
ど

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
は
こ
の
一
九
九
五
年
の
大
学
審
議
会
答
申
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
副
総
長
の
設

置
と
事
務
局
・
学
生
部
の
一
元
化
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
箇
所
で
ご
く
簡
単
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 （
10
）
本
書
四
七
三
頁
。 

 （
11
）
豊
橋
技
術
科
学
大
学
開
学
三
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
年
史
編
集
部
会
編
『
豊
橋
技
術
科
学
大
学
三
十
年
史

：

確
か
な
礎
か
ら
未
来
へ
』（
豊
橋
技
術

科
学
大
学
、
二
〇
〇
六
年
）。 

 （
12
）
豊
橋
技
術
科
学
大
学
開
学
四
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
年
史
編
集
部
会
編
『
豊
橋
技
術
科
学
大
学
四
十
年
史

：

世
界
に
開
か
れ
た
技
術
科
学
』（
豊
橋

技
術
科
学
大
学
、
二
〇
一
六
年
）。 

 （
13
）
そ
の
ほ
か
、
筑
波
大
学
三
〇
年
史
編
集
委
員
会
編
『
筑
波
大
学
三
〇
年
史
稿
』（
筑
波
大
学
広
報
室
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
五
頁
）
が
あ
る
が
、
筑
波
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大
学
の
図
書
館
に
し
か
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
な
沿
革
史
で
は
な
い
と
判
断
し
て
表
1
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
阪
大
学
に
つ
い
て
は
、

高
杉
英
一
・
阿
部
武
司
・
菅
真
城
編
著
『
大
阪
大
学
新
世
紀
レ
ク
チ
ャ
ー
　

大
阪
大
学
の
歴
史
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
著

者
は
い
ず
れ
も
大
阪
大
学
の
教
員
（
一
名
の
み
名
誉
教
授
）
で
あ
り
、
全
学
共
通
教
育
科
目
「
大
阪
大
学
の
歴
史
」
の
教
科
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
阪
大
学
の
公
的
な
刊
行
物
で
は
な
く
、
法
人
化
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
た
め
、
こ

れ
も
表
1
か
ら
除
外
し
た
。 

 （
14
）『
東
北
大
学
百
年
史
』
の
通
史
は
、
通
史
一
と
通
史
二
は
第
一
部
「
東
北
大
学
の
百
年
」
と
し
て
時
系
列
に
沿
っ
た
叙
述
が
な
さ
れ
、
通
史
三
は
第
一

部
の
時
期
区
分
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
諸
問
題
に
つ
い
て
テ
ー
マ
別
に
叙
述
す
る
第
二
部
「
東
北
大
学
の
諸
相
」
と
第
三
部
「
年
表
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。 

 （
15
）
た
だ
こ
の
小
見
出
し
で
は
、
学
長
選
挙
の
廃
止
に
つ
い
て
は
淡
々
と
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
に
反
対
・
疑
問
視
す
る
動
き
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
通
史
三
の
第
二
部
第
一
章
「
総
長
・
学
長
選
出
方
式
の
変
遷
」
の
第
二
節
「
戦
後
の
制
度
」
の
中
に
小
見
出
し
「
公
選
制
か
ら
選
考

制
へ
」
を
設
け
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
含
め
て
述
べ
て
い
る
。 

 （
16
）
資
料
編
で
も
、
通
史
一
、
通
史
二
に
関
わ
る
資
料
を
収
め
た
資
料
一
で
は
、
そ
も
そ
も
掲
載
資
料
の
範
囲
が
二
〇
〇
一
年
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、
第

一
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

 （
17
）
本
書
八
二
四
頁
。 

 （
18
）
本
書
の
「
緒
言
」
及
び
「
は
じ
め
に
」。 

 （
19
）
本
書
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
委
員
会
の
下
に
百
年
史
編
纂
委
員
会
（
の
ち
小
委
員
会
、
い
ず
れ
も
委
員
長
は
副
学
長
）
を
置
き
、
さ
ら
に
そ
の

下
に
百
年
史
編
纂
室
を
置
く
と
い
う
、
全
学
的
な
体
制
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
が
、
本
文
の
全
て
の
原
稿
は
荻
野
富
士
夫
小
樽
商
科
大
学
教
授
（
百

年
史
編
纂
委
員
会
委
員
、
百
年
史
編
纂
室
長
）
が
執
筆
し
た
（
本
書
の
「
序
文
」）。 

 （
20
）
弘
前
大
学
は
、弘
前
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
／
五
〇
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
弘
前
大
学
五
十
年
史
』
通
史
編
、同
資
料
編
（
弘

前
大
学
、
一
九
九
九
年
）
を
刊
行
し
た
後
、
弘
前
大
学
創
立
六
〇
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会
／
六
〇
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
弘
前
大
学
六
十
年

史
　

一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
九
年
』
通
史
・
資
料
編
（
弘
前
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
埼
玉
大
学
は
、
埼
玉
大
学
五
〇
年

史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
埼
玉
大
学
五
十
年
史
』（
埼
玉
大
学
五
〇
年
史
刊
行
会
、
一
九
九
九
年
）
を
刊
行
し
た
後
、
埼
玉
大
学
五
十
年
史
追
録
版
編



69

纂W
G

編
『
埼
玉
大
学
七
十
年
史

：

五
十
年
史
以
降
、
二
十
年
の
歩
み
』（
埼
玉
大
学
、
二
〇
一
九
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
岡
山
大
学
は
、
岡
山
大

学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
／
記
念
誌
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
岡
山
大
学
五
〇
年
小
史
』（
岡
山
大
学
、
一
九
九
九
年
）
を
刊
行
と
同
時
に
岡

山
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
／
記
念
誌
専
門
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
大
学
史
　

平
成
元
年
～
平
成
一
一
年
』（
岡
山
大
学
、
一
九
九
九
年
）

を
刊
行
後
、岡
山
大
学
六
〇
年
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
岡
山
大
学
史
　

平
成
一
一
年
～
平
成
二
一
年
』（
岡
山
大
学
、二
〇
〇
九
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

香
川
大
学
は
、
香
川
大
学
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
香
川
大
学
五
十
年
史
』（
香
川
大
学
、
一
九
九
九
年
）
を
刊
行
後
、
香
川
大
学
六
〇
年
記
念
誌

発
刊
編
集
委
員
会
編
『
香
川
大
学
六
〇
年
記
念
誌

：

一
〇
年
の
あ
ゆ
み

：

平
成
一
一
年
度-

二
〇
年
度
』（
香
川
大
学
、二
〇
一
〇
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

本
稿
第
五
章
第
一
節
で
取
り
上
げ
る
『
鹿
児
島
大
学
七
十
年
史
』
も
、
そ
れ
に
や
や
近
い
傾
向
が
あ
る
。 

  

　

ま
た
、
弘
前
大
学
、
静
岡
大
学
、
岡
山
大
学
は
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
一
〇
年
間
に
特
化
し
た
沿
革
史
も
刊
行
し
た
。 

 （
21
）
お
茶
の
水
女
子
大
学
法
人
化
一
〇
年
記
念
冊
子
編
集
委
員
会
編
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
法
人
化
一
〇
年
の
歩
み

：

創
立
一
四
〇
周
年
記
念
』（
お
茶
の

水
女
子
大
学
、
二
〇
一
五
年
）。
従
っ
て
同
書
で
は
、
法
人
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
ご
く
僅
か
な
頁
数
し
か
割
い
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
同

大
学
は
二
〇
二
六
年
に
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
一
五
〇
年
史
』
を
刊
行
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 （
22
）
そ
の
ほ
か
、
こ
の
一
一
巻
に
先
行
し
て
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
編
『
九
州
大
学
百
年
史
写
真
集

：

一
九
一
一
―
二
〇
一
一
』（
九
州
大
学
百
周
年
記

念
事
業
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

 （
23
）
た
だ
対
照
的
な
の
は
、『
東
北
大
学
百
年
史
』
は
全
巻
が
紙
媒
体
で
刊
行
さ
れ
た
の
に
対
し
、『
九
州
大
学
百
年
史
』
は
全
巻
がP

D
F

フ
ァ
イ
ル
に
よ

る
電
子
媒
体
の
み
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
国
立
大
学
の
沿
革
史
で
、
紙
媒
体
を
刊
行
し
つ
つ
電
子
媒
体
で
も
ネ
ッ
ト
公
開
し
た
例

や
、
あ
る
い
は
過
去
に
紙
媒
体
で
刊
行
し
た
も
の
を
後
か
ら
電
子
媒
体
で
ネ
ッ
ト
公
開
し
た
例
は
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
電
子
媒
体
に
特
化
し
た
例
は
、

少
な
く
と
も
大
規
模
な
も
の
と
し
て
は
初
め
て
で
あ
る
。
昨
今
の
国
立
大
学
法
人
の
財
政
状
況
や
、
こ
う
し
た
分
厚
い
大
学
沿
革
史
は
持
ち
歩
い
て
読

む
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
読
む
よ
り
も
引
く
と
い
う
性
格
も
強
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
形
式
に
よ
る
刊
行
も
合
理
的
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
一
方
で
個
人
的
に
は
、P

D
F

フ
ァ
イ
ル
が
細
分
化
さ
れ
て
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
の
が
不
便
に
感
じ
る
の
で
、
も
う
少
し
検
索

性
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

  

　

な
お
、
前
注
の
『
九
州
大
学
百
年
史
写
真
集

：

一
九
一
一
―
二
〇
一
一
』
は
紙
媒
体
に
よ
る
刊
行
で
あ
る
。
ま
た
、
全
一
一
巻
の
大
ま
か
な
頁
数
に
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つ
い
て
本
文
で
触
れ
た
が
、
部
局
史
編
に
つ
い
て
は
全
八
二
編
の
編
ご
と
に
頁
数
が
付
さ
れ
、
資
料
編
Ⅳ
に
つ
い
て
は
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
等
も
あ
っ

て
、
頁
数
の
カ
ウ
ン
ト
が
難
し
い
た
め
、
表
1
で
も
頁
数
を
「
？
」
と
し
た
。 

 （
24
）
も
っ
と
も
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
本
書
に
許
さ
れ
た
頁
数
に
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
紙
幅
は
割
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
運
営
諮
問
会
議
は
、『
名
古
屋

大
学
の
歴
史
』
で
は
重
視
し
た
叙
述
を
し
た
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
沿
革
史
で
は
そ
れ
ほ
ど
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 （
25
）
ま
た
本
書
で
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
通
史
編
Ⅱ
に
第
8
編
「
九
州
芸
術
工
科
大
学
の
創
立
と
発
展
」
を
設
け
て
い
る
。
本
稿
前
章
第
二
節
で
取
り
上

げ
た
『
神
戸
大
学
百
年
史
』
で
も
、
統
合
に
つ
い
て
記
述
す
る
章
で
神
戸
商
船
大
学
の
沿
革
を
一
〇
頁
ほ
ど
で
略
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
第
8
編
に
は

一
〇
〇
頁
ほ
ど
が
割
か
れ
て
い
る
。 

 （
26
）
熊
本
大
学
六
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
熊
本
大
学
六
十
年
史
』
通
史
編
（
熊
本
大
学
、
二
〇
一
四
年
）
五
五
八
頁
。 

 （
27
）
そ
の
ほ
か
、
二
〇
一
四
年
に
四
〇
頁
程
度
の
「
別
冊
　

特
別
座
談
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

 （
28
）
そ
の
構
成
は
、
特
論
1
「
熊
本
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
」、
特
論
2
「
熊
本
大
学
の
組
織
変
遷
」、
特
論
3
「
熊
本
大
学
と
国
際
社
会
」、
特
論
4
「
熊

本
大
学
と
地
域
社
会
」、
特
論
5
「
入
学
者
選
抜
制
度
の
変
遷
」、
特
論
6
「
熊
本
大
学
の
文
化
遺
産
」。 

 （
29
）
本
書
の
「
編
集
後
記
」
に
は
、「
今
回
の
構
成
の
特
徴
と
し
て
は
、
部
局
等
に
よ
り
多
少
の
個
性
は
あ
る
も
の
の
、
五
〇
年
史
以
前
を
簡
潔
な
記
述
と

し
、
そ
れ
以
降
二
〇
年
間
の
激
動
の
法
人
化
前
後
の
記
述
に
重
点
を
置
い
た
。」
と
あ
る
。 

 （
30
）
本
書
は
、「
学
術
的
実
証
性
を
保
ち
つ
つ
、読
み
や
す
い
文
体
で
叙
述
す
る
」
こ
と
を
そ
の
編
集
の
基
本
方
針
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（
本
書
「
編
集
後
記
」）。

そ
の
ほ
か
、類
似
し
た
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
、東
京
外
国
語
大
学
文
書
館
編『
東
京
外
国
語
大
学
一
五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
東
京
外
国
語
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
三
年
）
が
あ
る
。
た
だ
同
書
の
記
述
の
大
半
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
で
あ
り
、
ま
た
法
人
化
に
つ
い
て
の
叙
述
も
ご
く
僅
か
で
あ
る
た
め
、
本

稿
で
は
直
接
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
つ
の
沿
革
史
の
共
通
点
と
し
て
は
、
比
較
的
購
入
し
や
す
い
価
格
で
、
一
般
書
店
や
ネ
ッ
ト
通

販
に
お
い
て
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 （
31
）
こ
の
本
書
の
論
文
形
式
は
、『
京
都
大
学
百
年
史
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
本
稿
の
た
め
に
参
照
し
た
法
人
化
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
大
学
の
沿
革
史

で
は
、
通
史
に
こ
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
も
の
は
ほ
か
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
自
治
体
史
で
は
、
筆
者
が
編
さ
ん
に
参
画
し
た
安
城
市
史
編

さ
ん
委
員
会
編
『
安
城
市
史
3
　

通
史
編
　

近
代
』（
安
城
市
、
二
〇
〇
八
年
）
も
こ
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
が
、
編
集
に
か
な
り
の
手
間
が
か
か
る



71

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
術
的
実
証
性
を
よ
り
高
度
に
担
保
し
、
な
お
か
つ
一
般
読
者
に
も
読
み
や
す
い
（
本
文
中
に
逐
一
典
拠
史
料
名
を
挿
入
す

る
と
と
て
も
読
み
づ
ら
い
）
と
い
う
点
で
、
こ
の
形
式
は
た
い
へ
ん
優
れ
て
い
る
。 

  

　

浅
沼
薫
奈
「
書
評
『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
　

通
史
編
』」（『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）
も
、
本
書

の
こ
の
論
文
形
式
を
最
も
高
く
評
価
さ
れ
る
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。 

 （
32
）
な
お
、
本
書
は
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
委
員
会
（
委
員
長
は
総
務
担
当
理
事
）
の
編
と
さ
れ
、
同
編
集
委
員
会
の
下
に
京
都
大
学
百
二
十
五

年
史
編
集
室
が
置
か
れ
た
が
、
本
書
（
通
史
編
）
の
原
稿
執
筆
は
全
て
西
山
伸
京
都
大
学
大
学
文
書
館
教
授
（
編
集
委
員
会
副
委
員
長
・
編
集
室
長
）

が
担
当
し
、
そ
の
原
稿
を
編
集
委
員
会
委
員
が
査
読
し
承
認
す
る
形
が
取
ら
れ
て
い
る
（
本
書
の
「
編
集
後
記
」）。 

  

　

ま
た
、
本
書
の
編
集
体
制
や
方
針
、
構
成
の
特
徴
や
執
筆
上
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
は
、
西
山
伸
「『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
　

通
史
編
』
が
目

指
し
た
も
の
」（
前
掲
『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
二
一
号
）
に
詳
し
い
。 

 （
33
）
前
掲
西
山
「『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
　

通
史
編
』
が
目
指
し
た
も
の
」
に
よ
る
と
、
第
三
編
に
つ
い
て
は
第
二
編
ま
で
と
異
な
り
総
長
の
交
替
を

基
本
と
し
て
章
立
て
を
し
、第
一
章
は
尾
池
和
夫
・
松
本
紘
の
在
任
時
期
（
二
〇
一
四
年
九
月
ま
で
）、第
二
章
は
山
極
寿
一
総
長
就
任
以
降
（
二
〇
一
四

年
一
〇
月
以
降
）
と
さ
れ
て
い
る
。 

 （
34
）『
名
古
屋
大
学
の
歴
史
』
で
も
、
編
さ
ん
事
業
の
一
環
と
し
て
法
人
化
に
限
ら
ず
新
し
い
時
代
の
当
事
者
か
ら
の
聴
き
取
り
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
』
で
も
、
編
集
の
基
本
方
針
の
一
つ
と
し
て
、「
京
都
大
学
の
歴
史
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
。」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
同
書
「
編
集
後
記
」）。 

 （
35
）
吉
川
卓
治
「
書
評
『
京
都
大
学
百
二
十
五
年
史
　

通
史
編
』
を
読
ん
で
」（
前
掲
『
京
都
大
学
大
学
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
二
一
号
）
は
、
こ
れ
ま
で

の
大
学
沿
革
史
に
は
、
通
史
、
部
局
史
、
資
料
（
プ
ラ
ス
写
真
集
）
で
編
成
さ
れ
る
と
い
う
あ
る
種
の
理
念
型
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
法
人
化
前
の
国

立
総
合
大
学
の
法
的
基
盤
が
支
え
た
安
定
的
な
組
織
体
制
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
人
化
後
は
部
局
史
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い

る
と
し
て
、「
部
局
史
な
き
後
の
通
史
」
を
ど
う
構
成
す
る
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。 

 （
ほ
っ
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う
　

大
学
文
書
資
料
室
）


